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慶
応
元
年
７
月
、
近
江
国
神
崎
郡
能
登

川
村
大
字
北
須
田
︵
現
・
滋
賀
県
神
崎
郡

能
登
川
町
︶
に
小
島
平
次
郎
の
長
男
と
し

て
生
ま
れ
る
。
幼
く
し
て
父
母
を
喪
い
９

歳
に
し
て
商
家
の
丁
稚
と
な
り
、
16
歳
の

時
上
京
し
て
呉
服
の
行
商
を
す
る
が
失
敗

し
、
八
百
屋
に
転
じ
る
が
生
も
の
故
に
利

益
少
な
く
こ
れ
も
廃
業
と
な
る
。

　
次
に
街
頭
に
出
て
戸
板
に
古
本
を
並
べ

書
籍
商
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
。
書
籍
を

携
え
て
奥
羽
地
方
︵
現
・
東
北
地
方
︶
を
行

商
し
、
明
治
21
年
函
館
に
初
め
て
渡
る
。
更

に
江
差
・
寿
都
・
岩
内
・
小
樽
・
札
幌
・

室
蘭
と
道
内
を
行
商
し
て
利
益
を
上
げ
、

翌
年
も
奥
羽
地
方
よ
り
本
道
に
行
商
す
る

が
利
益
を
得
ず
。行
商
先
を
変
え
、
関
西
か

ら
九
州
に
入
り
大
島
、
琉
球
に
赴
き
満
２

年
を
費
や
し
て
僅
か
な
利
益
し
か
上
げ
る

こ
と
が
出
来
ず
、
地
方
行
商
の
前
途
に
望

み
は
な
い
と
判
断
し
て
東
京
を
去
る
。
27

年
函
館
に
居
を
定
め
て
図
書
出
版
及
び
書

籍
店﹁
小
島
大
盛
堂
﹂
を
開
業
す
る
。

　
明
治
32
年
８
月
、
函
館
書
籍
商
組
合
を

設
け
て
組
合
理
事
に
選
ば
れ
る
。

　
明
治
33
年
、
地
蔵
町
︵
現
・
豊
川
町
︶
に

移
転
し
、
一
層
営
業
を
拡
大
し
北
海
道
屈

指
の
書
店
と
な
る
。

　
郷
里
近
江
に
帰
省
の
際
に
は
、
村
内
の

貧
困
者
に
多
く
の
金
品
を
寄
付
し
時
の
県

知
事
よ
り
賞
杯
を
贈
ら
れ
る
。

　
小
島
大
盛
堂
は
、
北
海
道
の
出
版
を
語

る
上
に
お
い
て
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い

版
元
で
、
案
内
物
・
地
図
・
絵
葉
書
・
追

分
節
等
の
出
版
を
主
体
と
し
て
北
海
道
最

大
の
書
店
と
し
て
明
治
後
期
よ
り
大
正
初

期
ま
で
全
盛
を
誇
る
。

　
出
版
物
の
背
景
に
は
、
北
海
道
に
興
味

を
抱
く
人
々
や
観
光
地
と
し
て
脚
光
を
浴

び
て
き
た
新
開
地
へ
の
旅
行
の
手
引
き
と

土
産
品
、
更
に
移
民
者
へ
の
予
備
知
識
と

し
て
実
際
に
必
要
な
資
料
と
し
て
売
り
出

さ
れ
た
。
こ
れ
ら
を
当
て
込
ん
だ
出
版
物

で
は
あ
る
が
、
一
方
で
は
民
間
か
ら
の
本

道
Ｐ
Ｒ
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
。

　
小
島
大
盛
堂
の
処
女
出
版
物
︵
書
物
︶
と

思
わ
れ
る
も
の
が
、
明
治
34
年
に
出
さ
れ

た
﹁
北
海
道
名
所
案
内
﹂
で
、
行
商
の
経
験

か
ら
北
海
道
を
全
国
に
紹
介
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。

　
明
治
37
年
、
日
露
戦
争
が
勃
発
し
翌
年

に
は
講
和
に
な
っ
た
が
﹁
日
露
戦
捷
凱
旋

土
産
﹂﹁
亜
歴
山
陸
戦
隊
軍
歌
﹂﹁
樺
太
陸
戦

隊
軍
歌
﹂等
一
連
の
戦
争
物
を
刊
行
し
た
。

　
昭
和
に
な
り
、
地
方
の
小
出
版
社
は
中

央
の
大
企
業
に
押
さ
れ
活
動
は
停
滞
状
態

と
な
っ
て
い
く
。
小
島
大
盛
堂
も
例
外
で

は
な
く
、
出
版
か
ら
退
き
書
籍
販
売
に
転

換
し
た
。

　
出
版
と
い
う
極
め
て
難
し
い
事
業
を
明

治
、
大
正
、
昭
和
に
わ
た
っ
て
君
臨
し
た
小

島
千
代
松
は
、昭
和
２
年
11
月
、没
し
た
。

　
主
な
出
版
物
に
﹁
北
海
道
み
や
げ
蝦
夷
百

風
景
﹂、﹁
銅
版
画
入
北
海
道
十
二
景
﹂
、
地
図

入
﹁
北
海
道
郡
区
町
村
案
内
﹂、
﹁
北
海
道
全

図
﹂﹁
函
館
市
街
全
図
﹂。﹁
北
海
道
名
所
旧

跡
﹂﹁
最
近
の
北
海
道
事
情
﹂等
が
あ
る
。

写
真
・
資
料
　
﹁
北
海
道
立
志
編
第
貳
巻
﹂よ
り

参
考
資
料
　
　
﹁
北
海
道
人
名
辞
書
﹂

　
　
　
　
　
　
﹁
函
館
書
店
組
合
小
史
﹂

　
　
　
　
　
　
﹁
函
館
出
版
小
史
・
明
治
大
正
編
﹂・

　
　
　
　
　
　
﹁
函
館
人
物
誌
﹂近
江
幸
雄
著

取
材
協
力
　
　
函
館
市
中
央
図
書
館

本道屈指の書籍商として、また出版人として北海道発展と
文化に尽力した小島大盛堂店主・小島千代松

函館ゆかりの人物伝
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小島　千代松
こ ち よ まつじま
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平
成
26
年
の
新
春
を
つ
つ
が
な
く
お
迎
え
で

き
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
財
団
は
平
成
元
年
に
、
市
民
の
文
化
お
よ

び
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
の
た
め
に
必
要
な
事

業
を
行
い
、
広
く
文
化
･

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し

た
。そ
れ
か
ら
四
半
世
紀
を
経
て
、
平
成
20
年
に

施
行
さ
れ
た
法
改
正
を
受
け
、
来
年
度
よ
り
公

益
財
団
法
人
へ
の
移
行
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。こ
の
こ
と
を
通
じ
て
、
私
ど
も
は
さ
ら
な
る

運
営
の
公
共
性
と
透
明
性
の
確
保
に
努
め
、
公

共
の
担
い
手
で
あ
る
市
民
一
人
ひ
と
り
の
自
主

性
･

創
造
性
が
十
分
尊
重
さ
れ
る
施
設
運
営
と

事
業
の
展
開
を
図
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

　
当
財
団
は
、
現
在
、
函
館
市
の
指
定
管
理
者
と

し
て
12
の
施
設
を
管
理
運
営
し
て
お
り
、
平
成

25
年
度
に
は
、
芸
術
ホ
ー
ル
開
館
15
周
年
記
念

を
冠
し
た
多
彩
な
事
業
や
市
民
に
よ
る
創
作

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
上
演
な
ど
、
各
施
設
で
32
の

自
主
事
業
を
展
開
し
て
参
り
ま
し
た
。
来
た
る

1
月
16
日
に
は
市
民
会
館
に
お
い
て
、﹁
札
幌
交

響
楽
団
函
館
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
﹂
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
休
憩
時
間
に
は
ロ
ビ
ー
に

て
ワ
イ
ン
な
ど
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

初
の
試
み
で
す
が
、
新
年
の
ひ
と
時
を
気
楽
に

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
と
共
に
お
過
ご
し
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
お
き
ま
し
て
は
、
既
に
20

の
事
業
を
展
開
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
体
力
の

向
上
・
健
康
増
進
を
図
る
各
種
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

事
業
の
ほ
か
、﹁
レ
バ
ン
ガ
北
海
道
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
﹂
な
ど
、
日
本
の
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
で
活
躍
す
る
選
手
を
招
聘
し
た
講
習
会
を

実
施
し
、
次
世
代
の
選
手
の
育
成
を
図
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
う
し
た
私
ど
も
の
事
業
が
、

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
文
化
を
作
る
き
っ

か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
2
0
2
0
年
に
は
東
京
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
決
定
し
て
お

り
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

で
あ
る
と
同
時
に
文
化
の
祭
典
で
も
あ
り
ま
す

［
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
第
5
章
］
。
当
財
団
と
い

た
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
を
機
に
函
館
市
は
も
と

よ
り
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
担
い
手
で
あ

る
市
民
の
皆
様
、
団
体
、
教
育
機
関
等
と
連
携
し

て
﹁
特
色
あ
る
歴
史
と
文
化
を
育
ん
で
き
た
ま

ち
函
館
﹂
を
国
内
外
に
発
信
で
き
る
よ
う
努
め

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
も
皆
様
の
ご
支
援
、
お
力
添
え
を
心
よ

り
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

㈶函館市文化・スポーツ振興財団

理事長 佐  々  木 　  茂

謹んで新年のご挨拶を申し上げます

　
2
0
0
9
年
度
第
20
回
出
光
音
楽

賞
受
賞
。
2
0
1
1
年
5
月
に
は

C
D
デ
ビ
ュ
ー
も
果
た
し
た
。

曲
目　

Ｊ
.

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
Ⅱ

　
　
　
　
喜
歌
劇﹁
こ
う
も
り
﹂序
曲

　
　
　
　
ワ
ル
ツ﹁
春
の
声
﹂

　
　
　
　
ｏ
ｐ
.

4
1
0

　
　
　
　
ア
ン
ネ
ン
・
ポ
ル
カ

　
　
　
　
ｏ
ｐ
.

1
1
7

　
　
　
　
ワ
ル
ツ
﹁
芸
術
家
の
生
活
﹂

　
　
　
　
ｏ
ｐ
.

3
1
6

　
　
　
　
新
ピ
ツ
ィ
カ
ー
ト
・
ポ
ル
カ

　
　
　
　
ｏ
ｐ
.

4
4
9

　
　
　
　
ポ
ル
カ﹁
雷
鳴
と
電
光
﹂

　
　
　
　
ｏ
ｐ
.

3
2
4

　
　
　
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

　
　
　
　
﹁
な
つ
か
し
い
土
地
の
思

　
　
　
　
い
出
﹂
ｏ
ｐ
.

42︵
全
3
曲
︶

　
　
　
　
ワ
ル
ツ
・
ス
ケ
ル
ツ
ォ

　
　
　
　
ｏ
ｐ
.

34

　
　
　
サ
ン
＝
サ
ー
ン
ス

　
　
　
　
序
奏
と
ロ
ン
ド
・
カ
プ
リ

　
　
　
　
チ
オ
ー
ソ
ｏ
ｐ
.

28

　
　
　
ヨ
ゼ
フ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
　

　
　
　
　
ポ
ル
カ﹁
憂
い
も
な
く
﹂

　
　
　
　
ｏ
ｐ
.

2
7
1

日
時
　
１
月
16
日
㈭
午
後
７
時

会
場
　
函
館
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

料
金
　
Ｓ
席
5
0
0
0
円

　
　
　
Ａ
席
4
0
0
0
円

　
　
　
B
席
3
0
0
0
円

　
　
　
︵
全
席
指
定
、
当
日
５
０
０
円

　
　
　
増
、高
校
生
以
下
半
額
︶

※
未
就
学
児
童
の
入
場
は
ご
遠
慮
下

　
さ
い
。

※
高
校
生
以
下
半
額
券
は
市
民
会
館
、

　
芸
術
ホ
ー
ル
の
み
の
取
扱

主
催
　
㈶
函
館
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
振
興
財
団

　
　
　
Ｈ
Ｂ
Ｃ
函
館
放
送
局 

　
　
　
北
海
道
新
聞
社

問
合
せ
　
☎
57
︱
３
1
1
１

　
　
　
　
︵
市
民
会
館
︶

◆
佐
藤
俊
太
郎（
指
揮
）　

1
9
9
3
年

か
ら
王
立
音
楽

院 

︵
R
A
M
︶

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

科
で
学
ぶ
。
在

学
中
自
ら
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
を
結

成
し
、
2
年
間

に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響
曲
全
曲

を
含
む
20
回
余
り
の
演
奏
会
を
企
画
・

運
営
・
指
揮
し
注
目
を
集
め
た
。

　
‘03

年
母
校
王
立
音
楽
院
と
エ
リ
ザ

ベ
ス
女
王
か
ら
こ
れ
ま
で
の
活
躍
に
対

し
て
表
彰
を
受
け
、
王
立
音
楽
院
会
員

︵
A
R
A
M
︶
の
称
号
を
与
え
ら
れ
た
。

◆
三
浦
文
彰（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

　
2
0
0
9

年
最
難
関
と

も
言
わ
れ
る

ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー

国

際

コ

ン

ク
ー
ル
に
て

こ
れ
ま
で
の

史
上
最
年
少

の
16
歳
で
優

勝
。
同
時
に
、
聴
衆
賞
、
音
楽
評
論
家

賞
も
受
賞
。
国
際
的
に
大
き
な
話
題

と
な
っ
た
。
現
在
、
最
も
将
来
が
嘱
望

さ
れ
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
で
あ
る
。

札幌交響楽団
函館ニューイヤー

コンサート
三浦文彰

佐藤俊太郎

©Olivier Roller

©Yuji Hori

©佐藤雅英



函館市芸術ホール開館１５周年記念事業

綾戸智恵コンサート２０１４
〝Ｆｏｒｅｖｅｒ　Ｙｏｕｎｇ〞

日　時　３月３０日㈰①午前１１時②午後２時
会　場　函館市民会館大ホール
料　金　２,０００円（全席指定）
　　　　※２歳以下無料、お席が必要な場合は有料
主　催　北海道文化放送
共　催　㈶函館市文化・スポーツ振興財団
問合せ　☎５７－３１１１（市民会館）

ｐｒｅｓｅｎｔｓ

日　時　３月７日㈮午後７時
会　場　函館市芸術ホール
料　金　６,０００円(全席指定・当日５００円増）
　　　　※残席わずか
主　催　㈶函館市文化・スポーツ振興財団
　　　　北海道新聞函館支社、HBC函館放送局
問合せ　☎５５―３５２１（芸術ホール）

　デビュー１５周年を迎えたジャズシンガー綾戸智恵
が、ジャズ・ポップスなど幅広いレパートリーを巧みに
取り入れ、爆笑トークを交えながら贈るスペシャルコン
サート。

　
函
館
市
民
ス
ケ
ー
ト
場
は
、
外
周

２
５
０
ｍ
の
ス
ピ
ー
ド
リ
ン
ク
と
ア

イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
や
フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
で

き
る
サ
ブ
リ
ン
ク
の
他
、
軽
食
コ
ー

ナ
ー
を
備
え
た
ス
ケ
ー
ト
場
で
す
。

　
期
間
中
は
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や

教
室
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
冬
の
健
康

づ
く
り
や
憩
い
の
場
と
し
て
大
変
賑

わ
っ
て
お
り
ま
す
。

■
今
年
も
4
時
か
ら
夜
間
割
引
！

　
午
後
4
時
以
降
に
来
場
さ
れ
た
方

は
、
通
常
の
使
用
料
の
半
額
料
金
で

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

■
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
に
つ
い
て

・
1
回
の
有
料
入
場
に
つ
き
ス
タ
ン

　
プ
を
1
つ
押
し
ま
す
。

・
ス
タ
ン
プ
5
つ
で
1
回
入
場
が
無

　
料
と
な
り
ま
す
。

・
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
プ
デ
ー
と
し
て
、

　
平
日
午
後
４
時
ま
で
の
ご
入
場
で
、

　
ス
タ
ン
プ
を
2
つ
押
し
ま
す
。

■
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

○
イ
ベ
ン
ト
デ
ー

　
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
、
誰
で
も
参

加
で
き
、
簡
単
に
楽
し
く
遊
べ
る

ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
す
。

日
時　

12
月
23
日
㈪
①
午
前
11
時

　
　
　
　
　
　
　
　
②
午
後
１
時

○
初
す
べ
り
お
年
玉
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
新
年
を
祝
っ
て
、
素
敵
な
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

日
程　

1
月
2
日
㈭

対
象
　
幼
児
〜
中
学
生

※
先
着
順
、数
量
限
定
と
な
り
ま
す
。

開
設
期
間

　

12
月
14
日
㈯
〜
2
月
11
日
㈫

※
12
月
31
日
㈫
・
1
月
1
日
㈬
は
休
場

営
業
時
間　

　
平
日
は
12
時
〜
午
後
7
時
、
土
・
日
・

祝
日
及
び
小
・
中
学
校
の
冬
休
み
期

間
︵
12
月
26
日
㈭
〜
1
月
19
日
㈰
︶
は

午
前
10
時
〜
午
後
7
時

　
学
校
行
事
の
特
別
使
用
は
、
冬
休

み
明
け
の
期
間
中
、
火
〜
木
曜
日
の

午
前
10
時
〜
12
時

使
用
料
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
回
券
　
一
般
　
　
　
　
６
０
０
円

　
　
　
　
高
校
生
　
　
　
３
０
０
円

　
　
　
　
中
学
生
　
　
　
２
０
０
円

　
　
　
　
小
学
生
　
　
　
１
５
０
円

回
数
券
　
一
般
　
　
　
６
０
０
０
円

︵
１１
枚
︶　
高
校
生
　
　
３
０
０
０
円

　
　
　
　
中
学
生
　
　
２
０
０
０
円

　
　
　
　
小
学
生
　
　
１
５
０
０
円

フ
ァ
ミ
リ
ー
共
通
券
　
　
　
　
　
　

︵
貸
靴
も
利
用
で
き
ま
す
︶　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
５
０
０
円

シ
ー
ズ
ン
券

　
　
　
　
一
般
　
　
1
4
4
0
0
円

　
　
　
　
高
校
生
　
　
7
2
0
0
円

　
　
　
　
中
学
生
　
　
4
8
0
0
円

　
　
　
　
小
学
生
　
　
3
6
0
0
円

○
団
体
20
人
以
上
　
　
　
　
　
　
　

　
各
個
人
使
用
料
金
の
2
割
引
の
額

○
学
校
行
事
及
び
児
童
・
生
徒
の
健

　

全
育
成
団
体
の
使
用

　
各
個
人
使
用
料
金
の
3
割
引
の
額

※
個
人
使
用
及
び
団
体
使
用
に
お
い

　
て
、
函
館
市
内
に
在
住
ま
た
は
在

　
学
の
小
・
中
学
生
の
使
用
料
は
無

　
料
と
な
り
ま
す
。

※
今
シ
ー
ズ
ン
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の

　
運
行
は
あ
り
ま
せ
ん

初すべりは１月２日㈭午前１０時から！

■
平
成
25
年
度
伊
藤
み
ど
り
i
n

　

函
館
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
教
室

　
冬
期
五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト
の
伊
藤
み

ど
り
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
ス
ケ
ー

ト
教
室
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

開
催
日
　
1
月
7
日
㈫
〜
10
日
㈮

○
初
心
者
ス
ケ
ー
ト
教
室
A

時
間
　
午
前
9
時
45
分
〜
10
時
15
分

受
講
料
　
3
0
0
0
円

対
象
　
幼
児
︵
満
4
歳
〜
未
就
学
児
︶

定
員
　
15
名

○
初
心
者
ス
ケ
ー
ト
教
室
B

時
間
　
午
前
11
時
〜
11
時
45
分

受
講
料
　
4
0
0
0
円

対
象
　
小
学
1
〜
3
年
生

定
員
　
15
名

○
初
心
者
ス
ケ
ー
ト
教
室
C

時
間
　
午
後
1
時
〜
1
時
45
分

受
講
料
　
4
0
0
0
円

対
象
　
小
学
4
〜
6
年
生
・
中
学
生

定
員
　
15
名

※
申
込
み
に
つ
き
ま
し
て
は
す
で
に

　
開
始
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
詳
細

　
に
つ
き
ま
し
て
は
☎
57
|
3
1
4
1

　︵
函
館
市
民
体
育
館
︶
ま
で
お
問
い

　
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
専
用
使
用
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

　
せ
下
さ
い
。

貸
靴
料
　
　
　
　
１
足
　
３
０
０
円

問
合
せ
　
☎
54
|
5
2
3
3
　
　
　

　
　
　
　
︵
函
館
市
民
ス
ケ
ー
ト
場
︶

4



■ふらっとコンサートSPECIAL

出　演　木村映之（バリトン）・関　悌（ピアノ）
　　　　武井佳子（ピアノ）、堀内由美子（ピアノ）
曲　目　木村映之　ヴェルディ／歌劇「椿姫」より
　　　　『プロヴァンスの海と陸』　他
　　　　武井佳子　ショパン／英雄ポロネーズ　他
　　　　堀内由美子　ショパン／幻想即興曲　他
日　時　１月２６日㈰午後２時
■宮崎加奈古・菅原久仁義≪二人展≫～和の響き～

出　演　宮崎加奈古（箏、三絃、十七絃）、菅原久仁義（尺八）
日　時　２月１１日㈫午後２時

会　場　函館市芸術ホール
料　金　セット券　一般３,０００円　学生１,５００円
　　　　１回券　　一般２,０００円　学生１,０００円
　　　　中学生以下無料・要整理券（全席自由）
主　催　㈶函館市文化・スポーツ振興財団
　　　　北海道新聞函館支社、HBC函館放送局
問合せ　☎５５－３５２１（芸術ホール）

木村映之〔バリトン〕

ゲスト／active-A

武井佳子〔ピアノ〕 堀内由美子〔ピアノ〕

　絵画、書、陶芸、彫刻など様々なジャンルの作品を展示
する市民美術展の出展者を募集いたします。
応募資格　函館市および近郊在住の高校生以上の方。
　　　　　一般作家に加え、プロとして活動されている
　　　　　方（プロの方は展示のみ）。
出 品 料　１作品　一般１,０００円、高校生５００円
募集期間　１２月１日㈰〜2 月 10 日㈪
募集要項　市内および近郊の公共施設等で配布中。
展示期間　３月２日㈰〜３月９日㈰
　　　　　午前１０時から午後７時
　　　　　( 最終日は午後５時まで ) 
会　　場　函館市芸術ホールギャラリー
料　　金　無料
問 合 せ　☎５５－３５２１（芸術ホール）

第１４回市民美術展「はこだて・冬・アート展」
出展者募集のおしらせ

２０１４
スプリング・コンサート   

　

今
回
は
、
11
月
7
日
㈭
か
ら
11
月

11
日
㈪
ま
で
函
館
市
民
会
館
で
行
わ

れ
た
平
成
25
年
度
函
館
市
民
文
化

祭
・
展
示
部
門
函
館
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
出
展
し
た
斉
藤
花
紅
さ
ん
で

す
。今
年
度
は「
心
」を
テ
ー
マ
に
作
品

を
募
集
し
、
斉
藤
さ
ん
は
「
ふ
わ
ふ
わ

な
こ
こ
ろ
」と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
イ
ラ
ス

ト
を
出
品
し
ま
し
た
。

ぼ く の
わたしの 体 験 記

88

金堀小学校１年生
さい ぐはとう

斉藤　花紅
斉藤さんの作品「ふわふわなこころ」

恥ずかしいけれど
うれしい気持ち

　
わ
た
し
は
、
ま
え
か
ら
え
を
か
く

の
が
す
き
で
す
。﹁
ふ
わ
ふ
わ
な
こ

こ
ろ
﹂
は
﹁
ス
ー
ホ
の
白
い
う
ま
﹂

と
い
う
、
本
の
お
は
な
し
の
せ
か
い

を
そ
う
ぞ
う
し
て
か
き
ま
し
た
。
い

つ
も
は
、
い
え
で
か
っ
て
い
る
ね
こ

の
え
を
か
く
こ
と
が
お
お
い
で
す
。

　
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
マ

マ
が
し
ゃ
し
ん
を
だ
し
て
い
る
の

で
、
い
つ
も
見
に
い
っ
て
い
て
、
マ

マ
に
す
す
め
ら
れ
た
の
で
、
わ
た
し

も
え
を
だ
し
ま
し
た
。

さ
い
し
ょ
は
、
た
く
さ
ん
の
人
に
え

を
見
ら
れ
る
の
が
、
は
ず
か
し
い
き

が
し
ま
し
た
。
で
も
、
え
を
み
た
人

か
ら
﹁
と
て
も
か
わ
い
ら
し
く
、
や

さ
し
い
え
で
す
て
き
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
﹂
と
い

う
、
お
手
が
み
を
も
ら
っ
て
、
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
い
ま
、
い
え
で
え
を
か
く
ほ
か
に
、

ね
ん
土
で
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
つ

く
っ
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
で
、マ
ジ
ッ

ク
を
つ
か
っ
て
、
ね
ん
土
に
い
ろ
を

つ
け
る
や
り
か
た
を
み
た
の
で
、
そ

の
マ
ネ
を
し
て
、
い
ろ
ん
な
い
ろ
の

ね
ん
土
を
つ
く
っ
て
、
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
や
目
だ
ま
や
き
や
バ
ラ
の
花
を

つ
く
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
お
と
も
だ
ち
と
そ
と
で
あ
そ
ぶ
の

も
す
き
だ
け
ど
、
い
え
で
え
を
か
い

た
り
ね
ん
土
で
な
に
か
を
つ
く
っ
た

り
す
る
の
が
と
て
も
た
の
し
い
で
す
。

　昨年５月の音楽ライヴ編、
９月のダンス・パフォーマ
ンス編で観客の人気投票で
上位に選ばれた参加団体に
よるスペシャルライヴ。音
楽、ダンス、演劇に加えゲ
ストライブも開催します。
出　演　５つのかけら
　　　　DEBUKAMA、WONDERS
　　　　STREET DANCE STUDIO ZERO
　　　　函館中部高等学校演劇同好会
　　　　DANCE SPACE RIZE
ゲスト　ａｃｔｉｖｅ−A
日　時　２月９日㈰午後３時
会　場　函館市芸術ホール
料　金　５００円、小学生以下無料
問合せ　☎５５－３５２１（芸術ホール）

ハコダテライヴステージ
五稜郭街舞台SPECIAL LIVE！！
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新
し
い
年
を
迎
え
た
今
回
は
、
新

成
人
と
な
ら
れ
た
お
二
人
の
対
談
で

す
。
函
館
市
教
育
委
員
会
に
勤
務
さ

れ
成
人
祭
祝
賀
行
事
実
行
委
員
の
一

人
で
も
あ
り
ま
す
藤
枝
直
哉
さ
ん
と
、

第
34
代
ミ
ス
は
こ
だ
て
と
し
て
ご
活
躍

中
の
北
海
道
教
育
大
学
生
の
堂
下
明

日
香
さ
ん
で
す
。
そ
れ
で
は
自
己
紹

介
も
含
め
ま
し
て
藤
枝
さ
ん
か
ら
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

藤
枝　

僕
は
旧
椴
法
華
村
の
出
身
で
、

高
校
か
ら
親
元
を
離
れ
函
館
市
内
に

下
宿
を
し
て
い
ま
し
た
。
高
校
卒
業

後
﹁
誰
よ
り
も
函
館
を
盛
り
上
げ
た

い
﹂
と
い
う
意
志
を
持
ち
、
市
役
所

に
入
り
ま
し
た
。
小
学
生
の
頃
は
野

球
と
吹
奏
楽
を
や
っ
て
い
て
、
中
学

で
は
陸
上
部
に
所
属
し
て
中
・
長
距

離
走
の
選
手
で
し
た
。
並
行
し
て
小

学
3
年
生
か
ら
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム

﹁
夢
限
舞
童
﹂
に
入
り
、
高
校
か
ら

は
﹁
躍
魂
い
さ
り
火
﹂
に
移
り
、
昨

年
ま
で
続
け
て
い
ま
し
た
。
体
を
動

か
す
こ
と
と
音
楽
が
好
き
で
バ
ン
ド

活
動
も
し
て
い
ま
す
。
感
情
を
込
め

て
表
現
す
る
こ
と
が
好
き
な
の
で
作

曲
や
絵
を
描
い
た
り
も
し
ま
す
。

堂
下　

私
も
函
館
で
生
ま
れ
育
ち
ま

し
た
。
現
在
は
北
海
道
教
育
大
学
函

館
校
に
通
い
な
が
ら
ミ
ス
は
こ
だ
て

と
し
て
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
小

学
生
の
頃
は
吹
奏
楽
を
や
っ
て
い
て

ピ
ア
ノ
も
習
っ
て
い
ま
し
た
。
中
学

で
は
卓
球
部
に
入
り
、
高
校
時
代
は

陸
上
部
で
競
歩
の
選
手
で
し
た
。
函

館
で
競
歩
を
や
っ
て
い
る
の
は
私
だ

け
だ
っ
た
の
で
必
ず
全
道
大
会
に
出

場
し
て
い
ま
し
た
。
大
学
の
陸
上
部

で
は
長
距
離
を
や
っ
て
い
ま
す
。
走

る
の
が
本
当
に
好
き
で
、
ミ
ス
は
こ

だ
て
と
し
て
訪
れ
た
街
を
早
朝
5
時

頃
か
ら
走
り
、
名
所
巡
り
を
し
て
い

ま
す
。
特
に
金
沢
の
兼
六
園
な
ど
の

歴
史
あ
る
風
景
は
印
象
的
で
し
た
。

　
藤
枝
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
お
仕
事

を
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

藤
枝　

函
館
市
教
育
委
員
会
の
学
校

教
育
部
学
務
課
に
所
属
し
、
通
常
の

学
級
と
特
別
支
援
学
級
に
係
わ
る
事

務
を
執
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
と
し
て

学
校
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
先
生

を
見
る
目
が
変
わ
り
ま
し
た
ね
。
生

徒
と
し
て
接
し
て
い
る
時
は
授
業
と

部
活
の
時
間
し
か
見
る
こ
と
が
な

か
っ
た
の
で
、
そ
の
裏
側
で
綿
密
な

準
備
や
勉
強
を
し
て
様
々
な
仕
事
を

こ
な
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
驚
き
ま

し
た
。
大
変
な
職
業
だ
と
思
い
ま
す
。

堂
下　

私
は
ま
だ
学
生
の
立
場
で
先

生
と
接
し
て
い
ま
す
が
教
員
免
許
を

取
得
す
る
た
め
に
模
擬
授
業
や
教
育

実
習
な
ど
を
経
験
し
て
い
る
の
で
少

し
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
ど
う
言
え

ば
わ
か
り
や
す
い
か
、
﹁
教
え
る
﹂

と
い
う
の
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
で

す
ね
。
ミ
ス
は
こ
だ
て
の
活
動
で
も

函
館
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
話
し
方
な
ど
も
考

え
﹁
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
﹂
と
い

う
こ
と
を
常
に
意
識
し
て
い
ま
す
。

藤
枝　

僕
も
伝
え
方
に
は
気
を
遣
い

ま
す
。
仕
事
の
中
で
実
践
し
な
が
ら

そ
の
場
に
応
じ
た
言
葉
選
び
や
声
の

ト
ー
ン
な
ど
を
学
び
、
自
分
ら
し
さ

を
出
し
つ
つ
も
公
務
員
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
対
応
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
堂
下
さ
ん
が
ミ
ス
は
こ
だ
て
に
応

募
し
た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

堂
下　
﹁
き
っ
と
学
ぶ
こ
と
が
多
い
﹂

と
思
っ
た
母
が
応
募
し
て
く
れ
ま
し

た
。
選
ば
れ
る
と
は
思
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
決
ま
っ
た
時
は
驚
き
ま

し
た
が
、
実
際
学
校
で
は
学
べ
な
い

沢
山
の
事
を
勉
強
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
日
本
全
国
色
々
な
街
へ
函

館
の
Ｐ
Ｒ
に
訪
れ
て
、
逆
に
お
客
様

か
ら
外
か
ら
見
た
函
館
の
良
さ
を
教

わ
り
、
改
め
て
そ
の
魅
力
を
知
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
活
動
中
は
自
分
の

言
葉
が
﹁
函
館
の
顔
﹂
と
し
て
の
発

言
に
な
る
の
で
そ
の
重
み
も
感
じ
て

い
ま
す
。
す
ご
く
貴
重
な
体
験
で
す
ね
。

　
藤
枝
さ
ん
は
ご
自
分
か
ら
成
人
祭

祝
賀
行
事
の
実
行
委
員
に
な
ら
れ
た

の
で
す
か
？

藤
枝　

高
校
生
だ
っ
た
5
年
ほ
ど
前

か
ら
成
人
祭
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

て
、
今
年
は
自
分
自
身
も
成
人
の
仲

間
入
り
を
す
る
こ
と
も
あ
り
事
務
局

の
方
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
実
行
委
員

に
な
り
ま
し
た
。
成
人
祭
で
は
代
表

と
し
て
の
挨
拶
も
す
る
予
定
な
の
で

僕
も
言
葉
の
重
み
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
20
歳
に
な
っ
た
瞬
間
と
い
う
の
は

あ
ま
り
実
感
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

誕
生
日
が
6
月
な
の
で
翌
月
に
初
め

て
の
選
挙
を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
同
年
代
で
選
挙
に
行
く
人

は
少
な
く
、
実
際
友
達
に
も
行
か
な

い
人
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
僕
は

﹁
行
か
な
き
ゃ
損
﹂
だ
と
思
い
、
新

聞
な
ど
の
情
報
か
ら
自
分
な
り
に

色
々
考
え
て
投
票
し
ま
し
た
。
急
に

意
識
が
変
わ
る
わ
け
で
は
な
い
で
す

が
様
々
な
面
で
今
ま
で
と
は
違
い
自

分
の
言
動
に
責
任
を
持
た
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
思
い
は
あ
り
ま
す

ね
。
堂
下
さ
ん
は
﹁
成
人
し
た
﹂
と

実
感
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

堂
下　

ミ
ス
は
こ
だ
て
の
活
動
を
し

て
い
る
と
会
食
の
席
に
参
加
す
る
こ

と
も
多
い
の
で
す
が
、
お
酒
を
す
す

め
ら
れ
た
時
に
誕
生
日
を
迎
え
る
ま

で
は
﹁
未
成
年
な
の
で
﹂
と
言
え
た

の
が
そ
う
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
で

す
。
辞
退
す
る
の
が
難
し
く
な
り
ま

し
た
︵
笑
︶。
普
段
は
そ
れ
ほ
ど
変

化
が
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
選

挙
権
も
与
え
ら
れ
て
﹁
大
人
の
仲
間

入
り
﹂
を
し
た
と
い
う
自
覚
は
持
た

な
く
て
は
い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
20
歳
に
な
る
節
目
の
年
に
ミ
ス
は

こ
だ
て
の
活
動
を
通
し
て
色
々
な
新

し
い
経
験
が
出
来
、
自
分
に
と
っ
て

大
き
な
意
味
の
あ
る
1
年
に
な
り
ま

し
た
。
2
月
に
は
市
民
会
館
で
行
わ

れ
る
﹁
初
春
巴
港
賑
﹂
に
出
演
し
ま
す
。

歌
舞
伎
は
も
ち
ろ
ん
お
芝
居
は
初
め

て
で
す
が
、
こ
れ
も
ミ
ス
は
こ
だ
て

に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
出
る
こ
と
が

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
の
で
お
話
を

頂
い
た
時
に
す
ぐ
挑
戦
を
決
め
ま
し

た
。
任
期
が
終
わ
る
ま
で
あ
っ
と
い

う
間
だ
と
思
い
ま
す
が
今
後
も
常
に

積
極
的
に
頑
張
り
ま
す
。

藤
枝　

僕
は
小
さ
い
頃
か
ら
何
で
も

自
分
で
や
っ
て
み
た
い
性
格
で
母
が

何
で
も
挑
戦
さ
せ
て
く
れ
、父
も
﹁
や

り
た
い
と
思
っ
た
ら
や
っ
て
み
ろ
﹂

と
育
て
て
く
れ
ま
し
た
。
成
人
し
た

こ
れ
か
ら
も
自
分
の
責
任
に
お
い
て
、

興
味
を
も
っ
た
も
の
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。
社
会
人

に
な
る
と
仕
事
に
追
わ
れ
て
驚
く
ほ

ど
早
く
日
々
が
過
ぎ
ま
す
が
、
新
し

い
こ
と
に
果
敢
に
挑
戦
す
る
気
持
ち

は
常
に
持
っ
て
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

貴
重
な
お
話
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
お
二
人
の
益
々
の
ご
活
躍
と

ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

第 238 回

はこだて丸っこ語りつくしの交差点

ふじ えだ なお や

（第６６回函館市成人祭祝賀行事実行委員）

藤枝　直哉
どうのした すあ か

（第３４代ミスはこだて）

堂下　明日香
積極的にチャレンジする新成人
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「クリスマス」

佐 々 木　慶　一
さ さ いちき けい

　
1
9
8
4
年
函
館
市
に
生
ま
れ
る
。
函

館
西
高
校
卒
。
武
蔵
野
美
術
大
学
へ
進
学
。

パ
リ
国
立
高
等
美
術
学
校
へ
留
学
。
帰
国

後
、
武
蔵
野
美
大
か
ら
優
秀
賞︵
論
文
︶を

受
け
て
卒
業
。
後
、
金
沢
美
術
工
芸
大
学

大
学
院
修
士
課
程
修
了
︵
美
術
史
︶。近
著

に
﹃
宮
廷
の
画
家
ヴ
ィ
ジ
ェ
＝
ル
ブ
ラ
ン
﹄

︵
一
粒
書
房
、
２
０
１
３
︶、
他
。
展
覧
会

﹁
街
を
歩
い
て
行
く
と
﹂︵
函
館
、
２
０
１

２

−

︶な
ど
企
画
。現
在
フ
ラ
ン
ス
、
グ
ル

ノ
ー
ブ
ル
︵
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
︶
大
を
拠
点

に
活
動
中
。
美
術
史
学
会
、
総
合
女
性
史

学
会
会
員

　
こ
の
便
り
が
皆
様
の
手
元
に
届
く

頃
の
日
本
で
は
、
年
末
年
始
を
迎
え

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

今
、
私
が
こ
の
コ
ラ
ム
を
書
い
て
い

る
街
、
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
は
12
月
で
、
し

ば
し
ば
雪
が
降
っ
て
い
ま
す
。
市
街

で
は
ク
リ
ス
マ
ス
の
季
節
が
近
づ
い

て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
ク

リ
ス
マ
ス
市
場
が
盛
り
上
が
り
を
見

せ
て
い
ま
す
。
街
の
広
場
に
は
木
組

み
の
小
さ
な
小
屋
が
作
ら
れ
て
、

ヴ
ァ
ン
・
シ
ョ
ウ
と
い
う
暖
か
い
ワ

イ
ン
や
、
飴
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
雑
貨

な
ど
が
市
場
で
豊
富
に
取
り
揃
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
フ
ラ
ン
ス
の
ク
リ
ス
マ

ス
市
と
い
え
ば
、
ド
イ
ツ
国
境
に
近

い
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
と
い
う
街
の
売

り
場
が
大
き
く
て
、
世
界
的
に
有
名

で
す
。私
は
数
年
前
の
留
学
時
に
、友

人
た
ち
と
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
の
そ
の

市
場
へ
行
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
足

が
か
じ
か
む
ほ
ど
と
て
も
寒
い
日
で

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の

人
た
ち
で
ク
リ
ス
マ
ス
市
は
賑
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

　
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
の
ク
リ
ス
マ
ス
市

は
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
に
比
べ
て
小
規

模
で
は
あ
る
も
の
の
、
三
角
の
屋
根

を
し
た
丸
太
小
屋
風
の
非
常
に
可
愛

ら
し
い
お
店
が
立
ち
並
び
、
人
々
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
電
飾

は
ほ
の
か
に
明
る
く
、
様
々
な
色
合

い

を

見

せ

て

い

ま

す
。
そ

し

て
、

チ
ュ
ー
バ
や
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
な
ど

に
よ
る
、
素
敵
な
楽
器
の
音
色
が
聴

こ
え
て
き
ま
す
。

　
人
々
は
ク
リ
ス
マ
ス
が
近
く
な
る

と
市
場
に
出
か
け
て
楽
し
み
、
そ
し

て
そ
の
後
に
、
フ
ラ
ン
ス
へ
来
て
い

る
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
留
学
生
た
ち
は

自
分
た
ち
の
国
へ
と
帰
国
し
た
り
す

る
の
で
す
が
、
そ
れ
は
ク
リ
ス
マ
ス

と
い
う
聖
夜
を
、
家
族
と
一
緒
に
過

ご
す
た
め
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
人
も
例

外
で
は
な
く
、
遠
方
か
ら
グ
ル
ノ
ー

ブ
ル
へ
来
て
い
る
学
生
た
ち
は
各
家

庭
に
戻
る
な
ど
し
て
ク
リ
ス
マ
ス
を

迎
え
ま
す
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
に
つ
い
て
考
え
て
い

る
と
、
私
は
以
前
に
パ
リ
で
12
月
か

ら
年
始
に
か
け
て
過
ご
し
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。
私
は
そ
の
時
の
ク

リ
ス
マ
ス
に
友
人
た
ち
と
パ
リ
の

シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
界
隈
に
行
き
ま
し
た
。

青
い
ネ
オ
ン
に
照
ら
さ
れ
た
非
常
に

静
か
な
夜
だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
年
末
年
始
も
友
人
と

過
ご
し
ま
し
た
。
場
所
は
エ
ッ
フ
ェ

ル
塔
で
し
た
が
、
そ
こ
へ
行
き
着
く

途
中
の
メ
ト
ロ
︵
地
下
鉄
︶
の
中
で
年

が
明
け
た
こ
と
も
記
憶
に
あ
り
ま
す
。

年
末
の
パ
リ
は
と
て
も
賑
や
か
で
、

メ
ト
ロ
の
中
で
は
年
明
け
を
み
ん
な

で
拍
手
し
て
迎
え
ま
し
た
。

　
今
回
、
私
は
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
に

残
っ
て
年
末
年
始
を
迎
え
る
つ
も
り

で
す
。・
・
・
と
、
い
う
わ
け
で
同
地

に
て
、
12
月
の
半
ば
以
降
を
迎
え
る

つ
も
り
で
し
た
が
、
先
月
に
な
っ
て

非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
お
誘
い
を
受
け

ま
し
た
。﹁
12
月
、
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
ジ

オ
に
出
演
し
て
み
な
い
か
？
﹂
と
い

う
ラ
ジ
オ
局
員
か
ら
の
誘
い
で
し
た
。

日
本
と
フ
ラ
ン
ス
の
交
流
番
組
に
出

演
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
前
の
14
日
、
1
時
間
枠

の
番
組
で
す
。
美
術
や
文
化
を
学
ん

だ
経
験
に
つ
い
て
語
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
依
頼
で
し
た
。
何
を
質
問
さ
れ

る
か
わ
か
ら
な
い
し
、
番
組
中
の
質

問
に
ど
う
返
事
を
返
そ
う
か
思
案
し

ま
し
た
が
、
い
つ
も
私
が
思
っ
て
い

る
こ
と
や
感
じ
て
い
る
こ
と
を
率
直

に
話
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
な
あ
、
と

思
っ
て
、
出
演
の
誘
い
を
受
け
入
れ

ま
し
た
。
14
日
の
朝
、
収
録
の
た
め
、

グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
に
近
い
美
食
の
都
市

リ
ヨ
ン
ま
で
車
で
行
っ
て
き
ま
す
。

【海外コラム vol.23】

クリスマス市場、グルノーブル

③

フランス研究ノート

※金森赤レンガ倉庫様の広告が誤った内容で掲載しておりましたので、2014 年 1月 8 日㈬訂正させて頂きました。
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北
海
道
立
函
館
美
術
館

生
誕
1
1
0
年
　
三
岸
好
太
郎
展

※上記の催し物は、主催者の都合により変更されることがあります。また、上記以外、新たに追加される場合もありますので、ご了承ください。

小林　正憲

郷土にエールを贈る

私を育ててくれた
函 館 の 街

こ ばやし まさ のり

サクソフォンプレイヤー

　２０１０年、尚美コンセルヴァト

アール・ディプロマ科修了。これま

でに、サクソフォンを奈良岡明憲、

松雪明、原博巳の各氏に師事。

　第２５回日本管打楽器コンクール、

セミファイナリスト。

　第２０回日本クラシック音楽コン

クール木管部門に於いて最高位受賞。

「Ar i a  Saxophone  Qua r t e t ( ア

リア・サクソフォン・カルテット )」・

サクソフォンラージアンサンブル

「E n s e m b l e  A l l e g r o ( アンサン

ブル・アレグロ )」メンバー。

207

サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
片
手
に
故
郷
へ

　
私
は
ク
ラ
シ
カ
ル
・
サ
ク
ソ
フ
ォ

ン
を
学
ぶ
た
め
、
19
歳
の
時
に
上
京

し
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
ま
ま
、
現
在

も
東
京
都
に
住
ん
で
お
り
、
関
東
圏

を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
生
ま

れ
て
か
ら
旅
行
以
外
で
は
函
館
市
を

離
れ
た
こ
と
は
無
く
、
ま
る
で
海
外

に
で
も
行
く
よ
う
な
気
持
ち
で
東
京

へ
と
向
か
っ
た
の
を
今
で
も
憶
え
て

い
ま
す
。
函
館
で
は
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
の
頃
に
咲
く
桜
も
、
上
京

初
日
に
散
り
始
め
て
い
て
、
一
般
に
言

わ
れ
て
い
る
卒
業
シ
ー
ズ
ン
＝
桜
と

い
う
認
識
を
初
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
と
出
会
っ
た
の
は
、

本
通
中
学
校
で
吹
奏
楽
部
へ
入
部
し

た
時
で
し
た
。
６
つ
上
の
姉
が
、
同
じ

く
吹
奏
楽
部
で
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
を
担

当
し
て
い
た
た
め
、
唯
一
名
前
と
形

を
知
っ
て
い
た
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
を
希

望
し
ま
し
た
。
最
初
は
な
ん
だ
か
情

け
な
い
理
由
で
始
め
た
サ
ク
ソ
フ
ォ

ン
で
す
が
、
息
を
使
っ
て
音
を
出
す

と
い
う
の
が
と
て
も
面
白
く
、
毎
日

部
活
で
吹
い
て
い
る
と
あ
っ
と
い
う

間
に
虜
と
な
り
ま
し
た
。
函
館
は
吹

奏
楽
が
と
て
も
盛
ん
で
、
夏
に
行
わ

れ
て
い
る
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
は
異

様
な
熱
気
に
満
ち
て
お
り
、
そ
う

い
っ
た
環
境
も
私
を
よ
り
サ
ク
ソ

フ
ォ
ン
へ
と
夢
中
に
さ
せ
て
い
き
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
、
家
で
は
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム
等
に
夢
中
だ
っ
た
私
が
ク
ラ

シ
ッ
ク
の
Ｃ
Ｄ
を
聴
く
様
に
な
っ
た

の
も
こ
の
頃
で
す
。
そ
の
後
、
函
館
中

部
高
校
へ
と
進
学
し
東
京
や
札
幌
へ

レ
ッ
ス
ン
に
通
う
よ
う
に
な
り
、
本

格
的
に
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
の
勉
強
を
始

め
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
挫
折
の
連

続
で
、
も
う
や
め
て
し
ま
お
う
か
と

思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
諦

め
の
悪
い
性
格
が
幸
い
し
て
、
結
局

今
ま
で
続
け
て
お
り
、
様
々
な
方
面

で
仕
事
も
頂
け
る
よ
う
に
ま
で
な
り

ま
し
た
。

　
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
は
ジ
ャ
ズ
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
の
強
い
楽
器
で
す
が
、
吹

奏
楽
の
普
及
も
あ
り
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン

で
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
学
ん
で
い
る
人
が

と
て
も
多
く
、
毎
年
関
東
圏
だ
け
で

も
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
専
攻
で
音
大
を
卒

業
す
る
人
は
１
０
０
人
を
軽
く
超
え

ま
す
。
し
か
し
、
世
間
で
の
認
知
は
ま

だ
ま
だ
低
く
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
好
き
の

　
北
海
道
が
生
み
、
近
代
日
本
洋
画

史
に
異
彩
を
放
つ
画
家
・
三
岸
好
太

郎
︵
1
9
0
3

−

1
9
3
4
︶。
生
誕

1
1
0
年
を
記
念
し
三
岸
の
画
業
を

振
り
返
る
本
展
で
は
、︽
飛
ぶ
蝶
︾︽
海

と
射
光
︾︽
雲
の
上
を
飛
ぶ
蝶
︾
な
ど

の
代
表
作
を
中
心
に
全
国
で
愛
蔵
さ

れ
て
い
る
傑
作
の
数
々
1
0
5
点
が

一
堂
に
会
し
ま
す
。

　
札
幌
生
ま
れ
の
三
岸
好
太
郎
は
18

歳
で
上
京
、
働
き
な
が
ら
絵
を
独
学

し
春
陽
会
展
に
入
選
、
本
格
的
な
画

家
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
ま
す
。
以
後
、

独
立
展
な
ど
中
央
の
画
壇
で
活
躍
す

る
一
方
、
故
郷
北
海
道
の
美
術
界
の

活
性
化
に
も
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　
道
化
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
蝶
と
貝
殻

な
ど
の
テ
ー
マ
で
知
ら
れ
る
そ
の
画

風
は
、
約
10
年
の
画
業
に
お
い
て
め

ま
ぐ
る
し
く
変
遷
し
ま
し
た
。
夭
折

の
画
家
三
岸
好
太
郎
が
残
し
た
、
描

く
喜
び
に
満
ち
た
作
品
の
数
々
を
ぜ

ひ
本
展
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
展
示
室
内
に
は
簡
単
な
工

作
を
体
験
で
き
る
﹁
紙
で
作
っ
て
み

よ
う
﹂
コ
ー
ナ
ー
を
ご
用
意
し
て
い

ま
す
。
ま
た
本
展
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス

イ
ー
ツ
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 〈飛ぶ蝶〉１９３４（昭和９)年

北海道立三岸好太郎美術館蔵

方
か
ら
も
珍
し
い
ね
と
言
わ
れ
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
で
す
。ク
ラ
シ
カ
ル
・

サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
に
魅
せ
ら
れ
た
者
と

し
て
、
演
奏
活
動
や
指
導
等
で
認
知

を
広
め
て
い
く
事
も
、
大
切
な
事
だ

と
日
々
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、

様
々
な
情
報
が
手
軽
に
手
に
入
る
よ

う
に
な
り
、
音
楽
も
手
軽
に
聴
け
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
音
楽

と
い
う
も
の
は
音
だ
け
の
芸
術
で
は

な
く
、
そ
の
時
々
の
場
所
や
雰
囲
気

に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
く
る
、
言
わ

ば
時
間
の
芸
術
で
す
。だ
か
ら
、
向
か

い
合
っ
て
の
レ
ッ
ス
ン
や
生
演
奏
を

聞
く
と
い
う
事
が
非
常
に
大
切
で
あ

り
面
白
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
２
０
１
３
年
12
月
21
日
に
は
、
初

の
函
館
で
の
リ
サ
イ
タ
ル
を
行
い
、

私
が
育
っ
た
街
で
演
奏
と
い
う
形
で

帰
っ
て
こ
ら
れ
る
事
を
非
常
に
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。こ
れ
を
機
に
、
函
館

で
の
定
期
的
な
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
、

レ
ッ
ス
ン
等
を
通
し
て
、
ク
ラ
シ
カ

ル
・
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
の
認
知
を
広
げ

つ
つ
、
函
館
の
文
化
へ
の
貢
献
を
し

て
い
き
た
い
で
す
。

会
期　

1
月
19
日
㈰
ま
で

開
館
時
間
　
午
前
9
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
午
後
5
時
︵
入
場
は
午

　
　
　
　
　
後
４
時
30
分
ま
で
︶

観
覧
料

一
般
　  

　
　
8
0
0︵
6
0
0
︶円

高
大
生
　  

　
5
0
0︵
4
0
0
︶円

小
中
生
　
　
　
2
0
0︵
1
0
0
︶円

※︵
　
︶
内
は
10
名
以
上
の
団
体
料
金
。

〒
０４０

−

0001  
函
館
市
五
稜
郭
町
３７

|

６

　
　
　
　  
　  

☎
５６

|
６
３
１
１

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ツ
ア
ー

日
時　

1
月
18
日
㈯

○
キ
ッ
ズ
・
ツ
ア
ー
　
午
前
11
時

○
一
般
向
け
　
　
　
　
午
後
2
時

会
場
　
当
館
特
別
展
示
室︵
要
観
覧
料
︶

●
マ
ジ
カ
ル
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日
時　

1
月
11
日
㈯
午
後
2
時

申
込
締
切
　
1
月
6
日
㈪

【
同
時
開
催
】

■
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

●「
文
字
と
イ
メ
ー
ジ
の
織
り
な
す

　

世
界
」

会
期　

1
月
19
日
㈰
ま
で

観
覧
料

　
一
般
　
　
1
7
0︵
1
4
0
︶円

　
高
大
生
　
1
0
0︵
70
︶円

※︵
　
︶内
は
10
名
以
上
の
団
体
料
金

【
次
回
予
告
】

■
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・

　

ス
ペ
シ
ャ
ル
「
道
南
の
美
術　

現

　

代
ま
で
／
か
ら
」

会
期　

1
月
29
日
㈬
〜
4
月
10
日
㈭
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Ｓ
Ｕ
Ｑ
＋

宝
来
町
２７
ー
１３

☎
２２
ｌ
６
１
６
７

テ
ー
オ
ー

梁
川
町
１０
ー
２５

☎
３２
ｌ
０
５
０
１

ギ
ャ
ラ
リ
ー
彩

千
歳
町
１３
ー
１

☎
２７
ｌ
０
１
１
１

Ｎ
Ｈ
Ｋ
函
館
放
送
局

い
し
い
画
廊

本
町
３１
ー
２２

☎
５１
ｌ
１
３
０
２

は
こ
だ
て
ギ
ャ
ラ
リ
ー

時
任
町
２２
ー
７

☎
３２
ｌ
８
８
３
１

ギ
ャ
ラ
リ
ー
村
岡

元
町
２
ー
７

☎
２７
ｌ
２
９
６
１

ギ
ャ
ラ
リ
ー
カ
リ
ヨ
ン

大
手
町
５
ー
１０

☎
２３
ｌ
８
７
６
１

函
館
国
際
ホ
テ
ル

十
二
ヶ
月

本
町
29
ー
23

☎
87
ｌ
2
3
3
8

ホ
テ
ル
シ
エ
ナ
1
F

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ホ
ー
ル
美
原
２
ー
７
ー
２４

☎
４６
ｌ
３
１
３
１

ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
函
館

多
目
的
ホ
ー
ル
﹁
イ
カ
す
ホ
ー
ル
﹂

若
松
町
１２
ー
１3

☎
２３
ｌ
３
３
５
９

Ｊ
Ｒ
函
館
駅
２
階

●
九
谷
青
窯
の
器
展

会
期
　
12
月
20
日
㈮
〜
1
月
14
日
㈫

●
奈
良
由
紀
子　

雪
の
会

　

お
雛
様
と
創
作
和
紙
人
形
展

会
期　

1
月
17
日
㈮
〜
1
月
28
日
㈫

●
新
春
絵
画
特
別
販
売
会

会
期
　
1
月
2
日
㈭
〜
1
月
5
日
㈰

●
創
立
63
周
年　

チ
ャ
ー
チ
ル
会
函
館

　

第
1
1
1
回
新
春
絵
画
展

会
期
　
1
月
2
日
㈭
〜
1
月
6
日
㈪

●
ｐ
ｅ
ｅ
ｐ
ｓ　

ｈ
ａ
ｋ
ｏ
ｄ
ａ
ｔ
ｅ

　
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｅ
ｎ
ｔ
ｓ　

は
こ
だ
て

　

5
世
代
の
写
真
展
ｖ
ｏ
ｌ
・
2

会
期
　
1
月
3
日
㈮
〜
1
月
5
日
㈰

●
第
30
回
北
海
道
報
道
写
真
展

会
期　

1
月
23
日
㈭
〜
1
月
28
日
㈫

●
特
選
絵
画
バ
ザ
ー
ル

会
期　

1
月
23
日
㈭
〜
1
月
29
日
㈬

●
ア
ト
リ
エ　

ポ
プ
ラ
の
会　

絵
画
展

会
期
　
1
月
16
日
㈭
〜
1
月
20
日
㈪

●
絵
画
愛
好
会　

絵
画
展

会
期
　
1
月
22
日
㈬
〜
1
月
27
日
㈪

●
ハ
ル
コ
イ
シ　

展

会
期
　
1
月
11
日
㈯
〜
1
月
21
日
㈫

●
写
真
展　

青
函
連
絡
船

　
『
海
峡
の
記
憶
』

会
期
　
12
月
26
日
㈭
〜
1
月
9
日
㈭

※
1
月
1
日
㈬
は
休
館

●
第
18
回
カ
レ
ン
ダ
ー
バ
ザ
ー
ル

会
期
　
1
月
11
日
㈯
〜
1
月
12
日
㈰

●
曹
洞
宗　

青
年
会　

写
真
パ
ネ
ル
展

会
期
　
1
月
15
日
㈬
〜
1
月
24
日
㈮

●
い
ば
ら
き
Ｐ
Ｒ
展
ｉ
ｎ
函
館

会
期
　
1
月
27
日
㈪
〜
2
月
4
日
㈫

●
新
春
掛
け
軸
展

会
期
　
1
月
2
日
㈭
〜
1
月
5
日
㈰

●
平
成
25
年
度

　

明
る
い
選
挙
ポ
ス
タ
ー
作
品
展

会
期
　
1
月
16
日
㈭
〜
1
月
20
日
㈪

●
新
春
福
の
市

会
期
　
1
月
7
日
㈫
〜
1
月
17
日
㈮

●
冬
の
風
景
画
展

会
期　

1
月
20
日
㈪
〜
1
月
31
日
㈮

●
木
版
画
展

会
期
　
2
月
3
日
㈪
〜
2
月
14
日
㈮

●
年
初
め　

和
テ
イ
ス
ト
の
作
品
展

会
期
　
1
月
1
日
㈬
〜
1
月
30
日
㈭

●
植
松
ト
ヨ
子
水
彩
展

会
期
　
1
月
9
日
㈭
〜
1
月
14
日
㈫

●
菊
地
大
輔
・
政
義　

父
子
二
人
展

会
期
　
1
月
16
日
㈭
〜
1
月
21
日
㈫

●
四
季
の
情
景

会
期
　
1
月
22
日
㈬
〜
1
月
27
日
㈪

●
第
5
回　

Ｎ
・
Ｅ
水
彩
画
教
室
展

会
期
　
1
月
29
日
㈬
〜
2
月
3
日
㈪

●
Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｉ
ｎ
ｇ
＊

３

　
あ
み
ぐ
る
み
と
写
真
展
・
春
夏
秋
冬

会
期
　
12
月
16
日
㈪
〜
1
月
5
日
㈰

●
色
鉛
筆
と
水
彩
の
コ
ラ
ボ「
老
木
」

会
期
　
1
月
7
日
㈫
〜
1
月
26
日
㈰

●
奥
会
津
・
須
賀
武
継
写
真
展

会
期
　
1
月
28
日
㈫
〜
2
月
16
日
㈰

●
開
運
招
福　

ま
ね
き
ね
こ
展

会
期
　
1
月
2
日
㈭
〜
1
月
31
日
㈮

表
紙
の
こ
と
ば
Ι
制
作
趣
意

　
函
館
の
様
々
な
文
化
活
動
や
ス

ポ
ー
ツ
を
す
る
人
々
な
ど
を
テ
ー
マ

に
、
美
し
い
四
季
の
魅
力
を
織
り
交

ぜ
な
が
ら
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
表
現
す
る
シ

リ
ー
ズ
で
す
。

　
さ
あ
、
新
し
い
年
の
始
ま
り
で

す
！
市
内
で
も
様
々
な
と
こ
ろ
で
、

大
小
さ
ま
ざ
ま
な
演
奏
会
や
コ
ン

サ
ー
ト
、
舞
台
な
ど
が
催
さ
れ
ま
す
。

今
年
一
年
も
、
た
く
さ
ん
の
幸
せ
が

訪
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

お
気
に
入
り
の
ス
テ
ー
ジ
を
鑑
賞
し

て
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
！

旭
ヶ
岡
の
家
画
廊

旭
岡
町
７８

☎
５０
ｌ
２
１
２
１

棒
二
森
屋
７
階

若
松
町
１７
ー
１２

☎
２６
ｌ
１
２
１
１

H
akodate C

itizens G
allery

市
内
ギ
ャ
ラ
リ
ー
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市 民 会 館 大 ホ ー ル市 民 会 館 大 ホ ー ル
FAX 57−3115

市 民 会 館 小 ホ ー ル
TEL 57−3111月1FAX 57−3115TEL 57−3111

●
平
成
27
年
1
月
・
平
成
27
年
２
月
の
大
・
小
ホ
ー
ル
の
状
況

　
平
成
27
年
１
月
20
日
㈫
・
21
日
㈬
は
、器
材
点
検
日
等
の
た
め
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
平
成
27
年
２
月
23
日
㈪
・
24
日
㈫
・
25
日
㈬
は
、器
材
点
検
日
等
の
た
め
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

日 曜 催　　し　　物　　等 主　　催　　者　　等 開 始 終 了 備　　考

10

12

14

19

25

26

金

日

火

日

土

日

日 曜 催　　し　　物　　等 主　　催　　者　　等 開 始 終 了 備　　考

入場自由

観覧は生徒のみ

3,000 円
（全席自由）

　Ｓ席 5,000 円
　　　　　 Ａ席 4,000 円
　　　　　 Ｂ席 3,000 円

　　　　　（当日 500 円増）
　　　　　※高校生以下半額

入場料

入場料

11：30

15：30

21：00

17：00市立函館高等学校　第７回予餞会

イベントセンターヒット
☎ 011-775-6252

㈶函館市文化・スポーツ振興財団、
北海道新聞社、ＨＢＣ函館放送局

☎ 57-3111（市民会館）

市立函館高等学校
☎ 52-0099

火

金

木

水

平成２６年函館市消防出初式

新春に贈る演歌まつり
ゲスト福田こうへい、蒼彦太

函館市消防本部庶務課
☎ 22-2142

●
平
成
27
年
１
月
分
の
貸
館
受
付
は
、
１
月
４
日
㈯
午
前
９
時
30
分
か
ら
行
い
ま
す
。

●
今
月
の
器
材
点
検
日
は
20
日
㈪
・
21
日
㈫
で
す
の
で
、使
用
で
き
ま
せ
ん
。

●
大
・
小
ホ
ー
ル
の
催
し
物
は
、主
催
者
の
都
合
で
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

9：30

13：30

18：00

13：00

13：15

13：15

15：00

16：30

20：30

16：00

15：30

15：30

①11：00
②14：00
③18：30

①12：33
②15：33
③20：03

函館信用金庫理事長杯
第３７回函館地区小中学生珠算競技大会

２０１４少林寺拳法函館地区鏡開き式

新春S・D水仙会ダンスパーティー

タンポポ会例会 社交ダンス＆ディスコ

ジョイフルダンスパーティー

ＨＡＤ新春ダンスパーティー

函館映画鑑賞協会第２０３回例会
「愛と死の記録」

函館信用金庫
☎ 22-1242

少林寺拳法函館支部
☎ 42-8796

Ｓ・Ｄ水仙会ダンススポーツ
☎ 090-3776-1124

タンポポ会
☎ 54-0274

函館ジョイフルダンスクラブ
☎ 46-4058

ＨＡＤ函館アマチュアダンス指導員会
☎ 53-7932

函館映画鑑賞協会
☎ 52-0193

関係者

500 円
（参加自由）

参加費

入場無料

1,000円入場料

1,000円入場料

入会金
月会費

300 円
700 円

1,000円入場料

7

10

16

22

札幌交響楽団函館ニューイヤーコンサート

10：00

13：00

19：00

11：45

函館アリーナ新築工事に伴い、平成２５年１０月１５日から電車道路側市民体育館駐車場の利用がで
きなくなりました。
代替駐車場はございませんので、市民会館・市民体育館を催し物等でご利用する際には、電車・バス等
の公共交通機関ご利用のご協力をお願いいたします。
会場周辺の皆様のご迷惑になりますので、近隣の駐車はご遠慮くださいますよう、お願いいたします。

函館市民会館・市民体育館よりお知らせ

平成２６年  函館市消防出初式
１/７㈫　午前１０時 市民会館西駐車場・大ホール

　市民歌舞伎「初春巴港賑」は、市民手作りによる市
民の催しとして、新年を迎えられた皆様のご多幸を
祈念し、笑いと感動をお届けいたします。　
演　目　口上（こうじょう）　
　　　　義士外伝　弥作の鎌腹
　　　　（ぎしがいでん  やさくのかまばら）
　　　　白浪五人男（しらなみごにんおとこ）
　　　　勧進帳（かんじんちょう）

日　時　２月１６日㈰午後１時
会　場　函館市民会館大ホール
料　金　２,０００円（全席自由）
主　催　初春巴港賑実行委員会
　　　　㈶函館市文化・スポーツ振興財団
問合せ　☎５７−３１１１（市民会館）

第３６回公演初春巴港賑
はつ はる ともえ の にぎわい

 　市民会館駐車場の一部を利用し消防車両を展示します

＜屋内の式典＞
　国歌斉唱、黙祷、感謝状贈呈

　市長式辞、祝辞、来賓紹介

　祝電披露、消防長決意表明

　万歳三唱、閉会のことば

問合せ　☎２２−２１４２

　　　　（函館市消防本部庶務課）

「市民舞台奨励事業」・「益田喜頓賞」の募集
　当財団では、市民が行う優れた舞台芸術活動を広
く支援・奨励し、地域の芸術文化の向上を目的に市民
舞台芸術奨励事業ならびに益田喜頓賞の候補作品を
募集しています。
　今回募集するのは、平成２６年４月から平成２７年
３月の間に市内に活動の本拠を置く団体・個人が市民
会館または芸術ホールを会場に行う公演で、出演者の
半数以上が函館市民であるものが対象となります。
締　切　３月５日㈬
問合せ　☎５７－３１１１（市民会館）

市民会館２階和室
●和装着付け
　函館和装研究会の皆さんのご協力により着物の着付け
サービスを無料で行います。

着付け時間　午前９時３０分〜１２時
　　　　　  （事前予約が必要です。）

申込み　☎２１−３４４４（教育委員会生涯学習文化課）
※１２月２８日〜１月５日の間は、受付を休止いたしま
　す。ご了承ください。

●着崩れ直しサービス
　午後２時３０分まで

　成人としての自覚と意識の高揚を図るとともに、新成人を祝福、激励するため、函館市では、昭和２４年に

第１回「函館市成人祭」を開催して以来、今回で６６回目を迎えます。

　式典のほか、新成人を含む市内の青年達で構成する実行委員会が祝賀行事を開催し、新成人の門出をお祝いします。

式 　 　 典

成 人 祭 祝 賀 行 事

函 館 市 成 人 祭第６６回

○函館欲しいもの選挙&大抽選会
　実際の選挙で使われる器材を使用した模擬投票を体
　験できます。投票した方は豪華景品が当たる大抽選
　会にも参加できます。特賞は宿泊旅行券です！
○スナップ写真コーナー
　写真撮影コーナーを行います。撮影した写真は、タ
　ウン情報誌エアー函館に掲載されますので、お楽しみ
　に！
○コーンスープ＆ココアサービスコーナー
　冷えた身体に嬉しい温かいお飲み物をサービスいた
　します。今年はコーンスープかココアが選べます！
   (数に限りがございます。)
主催　成人祭祝賀行事実行委員会

選挙体験コーナー 大抽選会

日時　1 月 1３日㈪午後 1 時
会場　函館市民体育館（湯川町１丁目３２－２） 
　　　※工事中のため駐車場が一部制限されています。
　　　　公共交通機関の利用にご協力下さい。
対象　平成５年４月２日〜平成６年４月１日の間に生ま
　　　れた方。
　　　進学などで他都市へ住所を移されている方も参加
　　　できます。
※案内状は発送しておりません。該当される方は直接会
　場までお越し下さい。
主催　函館市、函館市教育委員会

日時　1月1３日㈪式典終了後〜午後２時３０分
○駄菓子くじコーナー
　懐かしの駄菓子をプレゼントいたします。
 （数に限りがございます。）



25㈯

18㈯・19㈰

21㈫〜27㈪

30㈭〜2/3㈪

5

8

11

12

19

26

日

水

土

日

日

日

芸 術 ホ ー ル

芸術ホール  リハーサル室（フリールーム）

TEL 55−3521 FAX 55−3586

日●
平
成
27
年
１
月
・
平
成
27
年
２
月
の
芸
術
ホ
ー
ル
の
状
況

　
平
成
27
年
１
月
４
日
㈰︵
午
前
︶は
、始
業
前
点
検
、
14
日
㈬
・
15
日
㈭
は
器
材
点
検
日
等
の
た
め
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
平
成
27
年
２
月
12
日
㈭
・
13
日
㈮
は
、器
材
点
検
日
等
の
た
め
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

曜 催　　し　　物　　等 主　　催　　者　　等 開 始 終 了 備　　考

期日 催　　し　　物　　等 主　　催　　者　　等 開 始 終 了 備　　考

●
平
成
２7
年
１
月
分
の
貸
館
受
付
は
１
月
４
日
㈯
午
前
9
時
30
分
か
ら
行
い
ま
す
。

●
ホ
ー
ル
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
等
の
催
し
物
は
、主
催
者
の
都
合
で
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
今
月
の
４
日
㈯︵
午
前
︶は
、始
業
前
点
検
、
15
日
㈬
・
16
日
㈭
は
、器
材
点
検
日
の
た
め
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

ハーモニー五稜郭
月1

Ｈａｒｂｏｒ　Ｌｉｇｈｔ　Ｊａｚｚ　Ｏｒｃｈｅｓｔｒａ
Ｒｅｇｕｌａｒ　Ｌｉｖｅ

函館市中学校書写教育研究会
☎ 41-1332（磯波）

全道展函館地区展事務局・北海道新聞函館支社
☎ 54-4261（安井）

芸術ホール  ギャラリー

13：30

13：15

14：00

10：00

13：30

14：00

15：30

16：00

17：00

20：00

15：30

16：00

メモリアル・コンサート・フォー・ユー
Ｖｏｌ.1６

アンサンブル公開リハーサル

函館ブラスアンサンブル　第１９回定期演奏会
ＮＥＷ  ＹＥＡＲ’Ｓ  ＣＯＮＣＥＲＴ

第３５回北海道アンサンブルコンクール
函館地区大会

２０１４スプリング・コンサート
♭ふらっとコンサート  ＳＰＥＣＩＡＬ

入場料 500円

入場料 一般　1,000円
高校生以下  　500円

（当日200円増）

入場料 300円

入場料 700円

入場料 300円
小学生以下無料

入場無料

P.5参照

期日 催　　し　　物　　等 主　　催　　者　　等 開 始 終 了 備　　考

第６２回函館市中学校合同書道展 入場無料

入場無料

12：00
9：00

18：00
17：00

10：00
18：00

3日17：00

21日13：00
10：00

17：00
27日15：30

全道展　第１５回函館地区展

㈶函館市文化・スポーツ振興財団
☎ 55-3521（芸術ホール）

函館白百合学園高等学校
☎ 55-6682（前田）

函館ブラスアンサンブル
☎ 080-1898-2983（清水目）

㈶函館市文化・スポーツ振興財団
☎ 55-3521（芸術ホール）

Ｈａｒｂｏｒ　Ｌｉｇｈｔ　Ｊａｚｚ　Ｏｒｃｈｅｓｔｒａ
☎ 090-7659-8507（イトウ）

北海道函館工業高等学校吹奏楽局
第１０回定期演奏会

北海道函館工業高等学校吹奏楽局
☎ 51-2271（菜原）

　大切な方へ生演奏のプレゼントやご自身の記念に、
それぞれの思いを込めて、一般公募により集まった出
演者が、ピアノ演奏を披露します。
会　場　函館市芸術ホール
料　金　無料
主　催　㈶函館市文化・スポーツ振興財団
問合せ　☎５５―３５２１（函館市芸術ホール）

　函館市芸術ホール「ステージラボ２０１３」と札
幌市の北海道文化財団「シアターラボ」という２つ
の企画が共同開催で制作する演劇作品。
　劇団イナダ組主宰のイナダ氏による「函館で活動
する若手演劇人の育成」と、一般公募の市民参加者
による演劇の制作という２つのテーマで創り上げた
作品を函館・札幌でそれぞれ上演します。
　　　　－「まちづくり」って何ですか？－

人口 7 万人弱、高齢者率２５％以上、東京から車で
6 時間…地域の若者の半分以上が街を捨てる「樺出市」
で、まちづくりの一環として、一つの事業が動き出
した。それは「樺出市公式女子カバディチーム」の
発足。それぞれの立場からのそれぞれの思惑が蠢く
なか、残された若者が「本当のまちづくり」につい
て考えていく。『とりあえず、がんばります。』
日　時　①３月１日㈯午後７時
　　　　②３月２日㈰午後１時３０分
会　場　函館市芸術ホール
料　金　一般１,０００円、学生５００円
主　催　㈶函館市文化・スポーツ振興財団
共　催　北海道舞台塾実行委員会
　　　　北海道公益財団法人北海道文化財団
問合せ　☎５５－３５２１( 芸術ホール )

　２０１４年公会堂コンサートに出演する団体の代表者
による日程調整会議を行います。各団体の代表の方は
①申込書（必要事項を記入の上）
②負担金２,０００円
③リーフレット掲載用写真１枚をご用意の上、必ず出
　席下さるようお願いします。
日　時　２月４日㈭午後６時
会　場　函館市民会館展示室
問合せ　☎２２－１００１( 公会堂 )

第１部　ドリーブ／バレエ組曲「コッぺリア」より　他
第２部　ホルスト／吹奏楽のための第１組曲
第３部　スーパーマリオブラザーズ
　　　　函工メドレー２０１３、エンジェルズ・ラダー
　　　　〜祈りの光芒〜　他
料　金　３００円（小学生以下無料）
問合せ　☎５１―２２７１（函館工業高校・菜原）

19：00 21：00

函館地区吹奏楽連盟
☎ 23-8415（西高校・斉藤）

入場料

函館市文化団体協議会
☎ 54-7670

２０１４ぶんだんジョイント ギャラリー展

500円

２０１４年公会堂コンサート日程調整会議

１月１１日㈯　午後１時開演　ホール

メモリアル・コンサート・フォー・ユー
ｖｏｌ．１６

１月１９日㈰　午後１時３０分開演　ホール

北海道函館工業高等学校吹奏楽局
第１０回定期演奏会

ステージラボ２０１３×シアターラボ函館
 修了公演『とりあえず、がんばります。』
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日 曜 催　　し　　物　　等 終 了 備　　考

大ホール

ギャラリー

小ホール

小ホール
駐車場

小ホール

主　　催　　者 会 場 開 始

七飯町教育委員会　生涯教育課
☎ 66-2068

七飯町教育委員会　生涯教育課
☎ 66-2068

七飯消防署
☎ 65-2244

七飯町教育委員会　生涯教育課
☎ 66-2068

２０１４年　七飯町成人式　式典

平成２６年　七飯消防出初式

２０１４年　七飯町成人式　語らい広場

公民館講座作品展

親子科学体験

七飯町文化センター情報
TEL 66−2066　FAX 66−2070　URL：http://www.town.nanae.hokkaido.jp/education/category/378.html

日 曜 催　　し　　物　　等 終 了 備　　考

かなで～る
全館

主　　催　　者 会 場 開 始

入場無料

入場無料

12

23

26 第８回北斗市学習体験フェスティバル

日

木

日

第８回北斗市成人式

北斗市観光講演会「ないものねだりをやめ、あるもの探しへ
～気づきから「まちの宝」を見つけ出そう！～」

大ホール

大会議室

社会教育課
74-2000☎

社会教育課
74-2000☎

北斗市観光協会
73-2408☎

13：00

18：00

10：00

14：30

20：00

14：00

北斗市総合文化センター情 報
TEL 74−2000　FAX 74−2074　http://www.city.hokuto.hokkaido.jp/modules/culture/content0005.html

日　時　３月１日㈯午後２時　　　　　　　 
会　場　七飯町文化センターパイオニアホール
料　金　２,５００円（全席指定）
　　　　※未就学児童の入場はご遠慮ください。
問合せ　☎６６－２０６６
　　　　（七飯町文化協会）

プログラム
　パッヘルベル / カノン
　シューベルト / アヴェ・マリア
　シューマン / トロイメライ
　ショパン / 子犬のワルツ
　サン＝サーンス / 白鳥　他

入場無料

入場無料

入場無料

入場無料

小ホール
みどり社交ダンス
☎ 40-1330（滝澤・吉村）

みどり社交ダンスパーティー

関係者のみ

最終日は
17時まで

7

12

15〜21

18

18

火

日

水〜火

土

土

※１２月３１日㈫から１月５日㈰までは休館日となります。

※上記の催し物は主催者の都合により変更されることがあります。また、上記以外新たに追加される場合もありますので、ご了承ください

入場無料
（体験によっては有料）

10：00

13：30

15：00

9：00

9：45

18：00

11：30

15：00

16：30

21：00

11：45

20：30

チェコ・フィル  ストリング・カルテット
これが聴きたい！アンコール！ベスト・ヒット２０！！
　誰もが知っているクラシックの“超”名曲から、タンゴ、エリントン、ビートルズまで
永遠に色褪せることのない、珠玉の名曲をちりばめた“音楽の玉手箱”

■特典（かなでーる協会主催の催し物に限ります）
　○指定席をいち早くご購入いただけます。
　○チケット購入時に割引券を利用できます。
　○入場してアンケートにお答えいただいた会員の中か
　　ら、抽選で３名の皆様に出演者の色紙を、１０名の皆
　　様に公演ポスターをプレゼントします。
　○会員先行販売のお知らせを送付します。 

　　（割引券は２年間有効、色紙は出演者の都合によりプ
　　レゼントできない場合もあります。）
■会費（入会金は不要です。）
　一般会員　１口３,０００円（割引券２,０００円分付き）
　法人会員　１口５,０００円（割引券２,０００円分付き）
問合せ　☎７４－２０００かなでーる協会事務局
　　　　（北斗市総合文化センター「かなでーる」内）

―かなで～る協会・会員募集―

入場料 1,000円

かなでーる協会では新年度の会員を募集しています。 北斗市内の方だけでなく、どなたでも入会いただけます。

函館アリーナ新築工事に伴い、平成２５年１０月１５日から電車道路側市民体育館駐車場の利用ができなくなりました。
代替駐車場はございませんので、市民会館・市民体育館を催し物等でご利用する際には、電車・バス等の公共交通機関ご利用のご協力をお願いいたします。
会場周辺の皆様のご迷惑になりますので、近隣の駐車はご遠慮くださいますよう、お願いいたします。

函館市民会館・市民体育館よりお知らせ
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14
1/19㈰→Pia-no-jaC← TOUR2013-2014『Re:ERATH』
開　演　午後５時
料　金　前売５,０００円　当日６,０００円
問合せ　☎０１１−６１４−９９９９（ウエス）

　Ｂａｙ Ｇａｌｌｅｒｙは市民の皆様、そして観光の皆様
にもご覧頂ける市内でも珍しいオープンなギャラリーと
なっております。
　常設展示と致しまして、２階部分で開催しております

「釜谷弘船舶模型展」そして映画の街函館をテーマとし
た「映画で観る函館展」を開催しております。
　また、特別料金の設定等皆様と共に展示開催へと繋が
る事が出来ますよう努力してゆきたいと考えております。
　本年もよろしくお願い申し上げます。

　「いるかＰＲＥＳＳ２０１４冬号」1月 1日発行。
     ― ２０１４年もＦＭいるかでお楽しみ下さい ―
●おはようさわやかさん
　曜日・時間　月〜木　７：００〜１０：００
　パーソナリティー　中野由貴（月・火）、安川智巨（水・木）
　天気・道路等の生活情報や朝刊ニュース、函館市内の
　学校の校歌もご紹介する盛りだくさんの 3 時間。
●暮らしつづれおり
　曜日・時間　月〜木　１０：００〜１２：００
　パーソナリティー　山形敦子
　暮らしの中にうるおいを。人ネットワークをはじめ多
　ジャンルの音楽もお楽しみ下さい。
●ご機嫌レディオ皆方流
　曜日・時間　月〜木　１２：００〜１５：００
　パーソナリティー　皆方昭司
　皆方流トークとサウンドとネタのオンパレード。
●ＭＩＸ！
　曜日・時間　月〜木　１５：００〜１７：００
　パーソナリティー　平形織子　
　函館の話題と音楽をミックスしてお届けします。
●イブニンググロウ
　曜日・時間　月〜木　１７：００〜１９：００
　パーソナリティー　佐々木紫（月・火）、佐藤はるか（水・木） 
　ニュースやスポーツ情報などのほか、ちょっと一息の
　日替わりコーナーも。
●ＶＩＶＩＤ ＳＯＵＮＤ
　曜日・時間　月〜木　１９：００〜２１：００
　パーソナリティー　紫前あずさ
　リスナーからのリクエストにお応えする 2 時間！
●スムージーディライト
　曜日・時間　金　７：００〜１１：００
　パーソナリティー　伍楼康広　木村保絵　
　朝食にスムージーを飲む感覚でフレッシュな街の情報
　と言葉のビタミンをお届けします。
●ハッピーフライデー
　曜日・時間　金　１１：００〜１６：００
　パーソナリティー　皆方昭司　中野由貴　
　レギュラー陣も登場し平凡な日常に刺激を与えます。
●ラバーソールとルチャドール
　曜日・時間　金　１６：００〜２０：００
　パーソナリティー　安川智巨　佐藤はるか
　函館を舞台にしたラジオドラマや気になるお店インタ
　ビュー等、テンポの良いかけあいトークで。
●週刊まち日和
　曜日・時間　金　２０：００〜２１：００
　パーソナリティー　丸藤競ほか
　函館の街づくりに活躍する様々なゲストをお迎えします。
●＠ｓｍｉｌｅ
　曜日・時間　土　９：００〜１２：００
　パーソナリティー　木村保絵
　天気・道路など音楽を交えてお送りします。
●キャンパスデイズ
　曜日・時間　土　１２：００〜１４：００
　函館の学生が週替わりでお送りする市民参加番組。
●ブルースカイサンデー
　曜日・時間　日　９：００〜１１：００
　パーソナリティー　佐藤はるか
　イベントお買い物情報と各ジャンルの音楽をお届け！
●日曜歌謡館
　曜日・時間　日　１１：００〜１４：００
　パーソナリティー　橋本孝
　大人が愉しめる音楽と話題をお届けします。

金 森 ホ ー ル
TEL 23-0338

函館山ロープウェイ
FMいるか

　昨年も皆様に支えられ、この赤レンガの空間に沢山の
素晴らしい感動を与えていただき誠に有り難うござい
ました。
　本年も皆様に喜ばれ・愛されるホールを目指し次代
の文化発信地として皆様と共に創りあげてゆきたいと
願っております。
　本年も何卒相変わらぬご愛顧の程お願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  金森ホール

謹んで新春のお慶びを申し上げます。

Bay  Ga l l e r y

金森ホール基本使用料
①文化的な催事などでご使用の場合

②展示会などの催事でご使用の場合

平　日 ￥４４,０００

土・日・祭

土・日・祭

平　日

￥５６,０００

￥５５,０００

￥７０,０００

￥５９,０００

￥７１,０００

￥７５,０００

￥９０,０００

９:００～１７:００又は１３:００～２１:００ ９:００～２１:００

９:００～１７:００又は１３:００～２１:００ ９:００～２１:００
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●
悩
み
を
話
し
て
、聞
い
て
、こ
こ
ろ
を
整
理

　

オ
ー
プ
ン
ハ
ー
ト「
離
婚
と
Ｄ
Ｖ
の
話
」

日
時
　
2
月
10
日
㈪
午
後
1
時
30
分

相
談
料
　
無
料

定
員
　
10
名
　

対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
女
性

申
込
み
　
1
月
7
日
㈫
午
前
10
時
か
ら

●
本
格
的
な
韓
国
料
理
を
食
卓
に
！

　
「
世
界
の
料
理
教
室『
韓
国
』」

日
時
　
2
月
12
日
、19
日
の
水
曜
日︵
全
2
回
︶

　
　
　
午
後
6
時
30
分

材
料
費
　
1
5
0
0
円︵
2
回
分
︶

定
員
　
30
名
　

対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
男
女

申
込
み
　
1
月
14
日
㈫
午
前
10
時
か
ら

●
弁
護
士
に
よ
る「
女
性
の
た
め
の
法
律
相
談
」

日
時
　
2
月
13
日
㈭
午
後
2
時

相
談
料
　
無
料

定
員
　
4
名
　

対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
女
性

申
込
み
　
1
月
16
日
㈭
午
前
10
時
か
ら

●
出
産
・
育
児
の
安
心
準
備

　
「
プ
レ
マ
マ
・
プ
レ
パ
パ
応
援
講
座
」

日
時
　
2
月
26
日
、3
月
5
日
、12
日
、19
日
の

　
　
　
水
曜
日︵
全
4
回
︶午
後
6
時
30
分

受
講
料
　
無
料

定
員
　
50
名
　

対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
出
産
予
定
・

　
　
　
計
画
中
の
男
女

申
込
み
　
1
月
8
日
㈬
午
前
10
時
か
ら

●
土
曜
ぷ
ち
サ
ロ
ン

○
絵
本
・
紙
芝
居

日
時
　
第
１
・
３
・
５
土
曜
日
午
後
1
時

○
親
子
リ
ズ
ム
遊
び

日
時
　
第
２
土
曜
日
午
後
1
時

申
込
み
　
1
月
10
日
㈮

○
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

日
時
　
第
4
土
曜
日
午
後
1
時

材
料
費
　
2
0
0
円

申
込
み
　
1
月
21
日
㈫

対
象
　
市
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

●
Ｄ
Ｖ
と
虐
待
相
談
・
働
く
女
性
の
悩
み
相
談

日
時
　
毎
週
火
・
木
曜
日
　
午
前
10
時

　
　
　
毎
週
水
・
金
曜
日
　
午
後
6
時
30
分

対
象
　
市
民

申
込
み
　
電
話
で

●
冬
休
み
フ
ェ
ル
ト
体
験
講
座

　

〜
フ
ェ
ル
ト
で
小
物
入
れ
を
作
り
ま
し
ょ
う
〜

講
師
　
加
納
栄
利
子︵
工
房
て
し
ご
と
︶

日
時
　
1
月
9
日
㈭
午
前
10
時

参
加
費
　
6
0
0
円︵
親
子
参
加
の
場
合
1
人
5
0
0
円
︶

●
げ
ん
き
d
e
ス
ト
レ
ッ
チ

講
師
　
水
谷
眞
貴
子

日
時
　
1
月
9
日
㈭
午
後
1
時
30
分

市
　
内
　
文
　
化
　
情
　
報

　
　
　
1
月
21
日
㈫
午
前
10
時

参
加
費
　
6
0
0
円

●
ブ
ラ
ン「
も
ち
つ
き
ぺ
っ
た
ん
﹂

日
時
　
1
月
11
日
㈯
午
前
10
時
30
分

参
加
費
　
3
0
0
円

●
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
ブ
リ
ッ
ジ

案
内
人　

寺
田
麗
子

日
時
　
1
月
11
日
、18
日
の
土
曜
日
午
後
1
時
30
分

参
加
費
　
5
0
0
円

●
ク
ラ
フ
ト
カ
フ
ェ

講
師
　
中
澤
道
子︵
ニ
ュ
ー
イ
ト
ヘ
イ
︶

日
時
　
1
月
14
日
、28
日
の
火
曜
日
午
前
10
時

参
加
費
　
午
前
・
午
後
券
　
各
7
0
0
円︵
お
茶
付
︶

　
　
　
　
一
日
券
1
5
0
0
円︵
お
茶
・
ラ
ン
チ
付
︶

●
歌
い
つ
づ
け
て

講
師
　
寺
田
麗
子

日
時
　
1
月
15
日
、22
日
の
水
曜
日
午
前
10
時
30
分

参
加
費
　
6
0
0
円

●
薬
膳
料
理

講
師
　
林
幸
子︵
料
理
教
室
　
林
︶

日
時
　
1
月
21
日
㈫
午
前
10
時
30
分

参
加
費
　
3
5
0
0
円︵
材
料
費
込
︶

●
犬
ぞ
り
！
気
球
！
ス
キ
ー
！
雪
の
探
検
隊

日
時
　
1
月
6
日
㈪
午
前
8
時
〜
9
日
㈭
午
後
6
時

場
所
　
ど
ん
こ
ろ
野
外
学
校
　
富
良
野
ス
キ
ー
場

参
加
費
　
4
5
0
0
0
円

定
員
　
10
名
　

対
象
　
小
学
1
年
生
〜
中
学
3
年
生︵
会
員
の
み
︶

申
込
締
切
　
1
月
4
日
㈯

●
な
ち
ゅ
ら
す
科
学
実
験
室
☆
光
の
魔
法
？

　

シ
ガ
イ
セ
ン
で
遊
ぼ
う

日
時
　
1
月
11
日
㈯
①
午
前
10
時
②
午
後
1
時
30
分

場
所
　
函
館
市
地
域
交
流
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

参
加
費
　
1
5
0
0
円

定
員
　
各
30
名
　

対
象
　
5
歳
〜
中
学
3
年
生

申
込
締
切
　
1
月
9
日
㈭

●
な
ち
ゅ
ら
す
科
学
実
験
室
☆
光
る
ス
ラ
イ
ム

日
時
　
1
月
12
日
㈰
①
午
前
10
時
②
午
後
1
時
30
分

場
所
　
函
館
市
地
域
交
流
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

参
加
費
　
1
5
0
0
円

定
員
　
各
30
名
　

対
象
　
5
歳
〜
中
学
3
年
生

申
込
締
切
　
1
月
10
日
㈮

●
親
子
で
科
学
実
験
☆
手
作
り
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル

日
時
　
1
月
13
日
㈪
①
午
前
10
時
②
午
後
1
時
30
分

場
所
　
函
館
市
地
域
交
流
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

参
加
費
　
1
5
0
0
円

定
員
　
各
30
組
　

対
象
　
親
子︵
5
歳
以
上
子
ど
も
の
み
の
参
加
可
︶

申
込
締
切
　
1
月
10
日
㈮

●
き
ら
き
ら
氷
☆
洞
く
つ
探
検
隊

日
時
　
1
月
25
日
㈯
午
前
9
時
〜
26
日
㈰
午
後
5
時

場
所
　
大
滝
村
の
森

参
加
費
　
1
2
0
0
0
円

定
員
　
24
名
　

対
象
　
小
学
1
年
生
〜
中
学
3
年
生︵
会
員
の
み
︶

申
込
締
切
　
1
月
23
日
㈭

●
手
づ
く
り
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ　

ｉ
ｎ　

小
春
日
和

○
２
０
１
４
の
干
支
・
陶
芸
で
馬
の
オ
ブ
ジ
ェ
を

　

つ
く
っ
て
み
よ
う

講
師
　
石
川
久
美
子︵
ス
タ
ジ
オ
ク
レ
イ
ノ
ー
ト
︶

日
時
　
1
月
6
日
㈪
午
前
10
時

参
加
費
　
2
0
0
0
円︵
材
料
費
込
︶

○【
革
細
工
】に
挑
戦
！
革
ひ
も
ス
ト
ラ
ッ
プ
と

　

型
押
し
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

講
師
　
中
者
正
巳

日
時
　
1
月
7
日
㈫
午
前
10
時

参
加
費
　
1
5
0
0
円︵
材
料
費
込
・
飲
物
付
︶

○
書
初
め
を
し
ま
書

講
師
　
青
穂︵
墨
友
会
︶

日
時
　
1
月
8
日
㈬
午
前
10
時
30
分

参
加
費
　
子
ど
も
2
0
0
0
円
、大
人
2
5
0
0
円

○
シ
ェ
ル
ザ
ウ
ル
ス
・
貝
が
ら
で
恐
竜
を
つ
く
ろ
う

講
師
　
タ
ケ
ベ
ユ
ウ︵
Ａ
Ｒ
Ｔ
　
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ
　
Ｕ
︶

日
時
　
1
月
9
日
㈭
午
後
1
時
30
分

参
加
費
　
1
5
0
0
円︵
材
料
費
込
・
飲
物
付
︶

○
そ
し
て
父
に
な
る

　
11
月
30
日
㈯
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

○
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
ダ
イ
ナ
ソ
ー

　
12
月
20
日
㈮
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

○
マ
ラ
ヴ
ィ
ー
タ

　
1
月
18
日
㈯
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

○
じ
ん
じ
ん

　
1
月
18
日
㈯
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

○
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ

　
1
月
25
日
㈯
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

○
ペ
コ
ロ
ス
の
母
に
会
い
に
行
く

　
1
月
25
日
㈯
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

○
か
ぐ
や
姫
の
物
語

　
11
月
23
日
㈯
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

○
劇
場
版
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
〜
結
（
ク
ロ
ー
ズ
）
〜
爻
ノ
篇

　
11
月
29
日
㈮
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

○
Ｒ
Ｅ
Ｄ
リ
タ
ー
ン
ズ

　
11
月
30
日
㈯
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

○
ル
パ
ン
三
世
Ｖ
Ｓ
名
探
偵
コ
ナ
ン
（
ア
ニ
メ
）

　
12
月
7
日
㈯
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

○
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
×
仮
面
ラ
イ
ダ
ー

　

鎧
武
＆
ウ
ィ
ザ
ー
ド

　

天
下
分
け
目
の
戦
国
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｅ
大
合
戦

　
12
月
14
日
㈯
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

○
プ
レ
ー
ン
ズ（
ア
ニ
メ
）

　
12
月
21
日
㈯
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

○
永
遠
の
０

　
12
月
21
日
㈯
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

○
ト
リ
ッ
ク
劇
場
版　

ラ
ス
ト
ス
テ
ー
ジ

　
1
月
11
日
㈯
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

○
エ
ン
ダ
ー
の
ゲ
ー
ム

　
1
月
18
日
㈯
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

○
黒
執
事

　
1
月
18
日
㈯
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

○
47
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ｎ

　
1
月
25
日
㈯
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

○
劇
場
版
Ｂ
Ａ
Ｄ 

Ｂ
Ｏ
Ｙ
Ｓ 

J

　

̶

最
後
に
守
る
も
の

̶

　
1
月
25
日
㈯
〜
2
月
6
日
㈭
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

■
想
苑
お
正
月
ラ
イ
ブ
！
川
村
裕
司
5

出
演
　
川
村
裕
司
︵
ｔ
ｓ
︶、
谷
岡
穣
︵
ｔ
ｐ
︶

　
　
　
槇
殿
肇
︵
ｐ
︶、勝
海
亮︵
ｂ
︶、横
田
隆︵
ｄ
ｓ
︶ 

日
時
　
1
月
2
日
㈭
午
後
6
時

会
場
　
喫
茶
想
苑
︵
青
柳
町
3-

15
︶

料
金
　
　
2
0
0
0
円
、
　
2
5
0
0
円︵
1
ｄ
ｒ
付
︶

問
合
せ
　
23-

3
7
6
3
︵
同
店
︶

■
ｆ
ｅ
ｒ
ｍ
ａ
ｔ
ａ  

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
！

出
演
　
川
村
裕
司
︵
ｔ
ｓ
︶、大
矢
内
愛
史
︵
ａ
ｓ
︶

　
　
　
船
木
康
成
︵
ｇ
︶、
勝
海
亮
︵
ｂ
︶

日
時
　
1
月
5
日
㈰
午
後
6
時
30
分

会
場
　
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ  

ｆ
ｅ
ｒ
ｍ
ａ
ｔ
ａ︵
松
風
町
5-

6
︶

料
金
　
　
2
0
0
0
円
、
　
2
5
0
0
円︵
1
ｄ
ｒ
付
︶

問
合
せ
　
0
8
0
―
3
2
3
1
―
9
5
0
7︵
同
店
︶

■
Ｎ
Ｐ
Ｏ
函
館
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

　

元
気
塾「
ダ
ン
ス
」

日
時
　
1
月
18
日
㈯
午
前
10
時

会
場
　
函
館
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー︵
若
松
町
33
―
6
︶

料
金
　
5
0
0
円︵
保
護
者
同
伴
の
中
学
生
以
下
無
料
︶

問
合
せ
　
0
9
0
―
8
8
9
8
―
0
0
9
2︵
野
澤
︶

■
歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！
ロ
シ
ア
民
謡
を
ロ
シ
ア

　

語
で
Ｖ
ｏ
ｌ
．16

講
師
　
引
地
桂
子︵
ソ
プ
ラ
ノ
︶

日
時
　
1
月
20
日
㈪
午
前
10
時

会
場
　
茶
房
　
櫻
の
下︵
乃
木
町
2
︱
20
︶

料
金
　
1
5
0
0
円︵
1
d
r
付
︶

問
合
せ
　
27
︱
9
5
5
7︵
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
︶

■
左
信
悟
ギ
タ
ー
・
ソ
ロ
・
ラ
イ
ヴ

日
時
　
1
月
25
日
㈯
午
後
3
時

会
場
　
ジ
ャ
ズ
・
カ
フ
ェ
・
リ
ヨ
ン︵
北
美
原
1
―
4
︶

料
金
　
無
料

問
合
せ
　
52
︱
4
5
1
4︵
函
館
ギ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
︶

■
教
育
音
楽
ぐ
る
ー
ぷ
ど
る
ち
ぇ

　

は
こ
だ
て
童
謡
の
会
〜
皆
さ
ん
御
一
緒
に
な
つ

　

か
し
い
童
謡
・
唱
歌
を
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
〜

講
師
　
細
谷
悦
子︵
日
本
演
奏
連
盟
会
員
︶

日
時
　
1
月
28
日
㈫
午
後
1
時
30
分

会
場
　
青
年
セ
ン
タ
ー︵
千
代
台
町
27
―
5
︶

参
加
費
　
5
0
0
円

申
込
み
　
31
︱
3
3
8
5︵
大
原
︶

■
自
衛
隊
音
楽
演
奏
会 

大
空
の
ス
テ
ー
ジ

　

ｉ
ｎ 

Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ｅ

日
時
　
2
月
8
日
㈯
午
後
6
時
30
分

会
場
　
函
館
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

料
金
　
無
料︵
要
整
理
券
︶

申
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
て
1
月
24
日
㈮
必
着

問
合
せ
　
53
︱
6
2
4
1︵
自
衛
隊
函
館
地
方
協
力
本
部
︶

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
カ
フ
ェ
小
春
日
和

☎
83
ｌ
7
7
2
1

八
幡
町
18
ｌ
18

函
館
市
女
性
セ
ン
タ
ー

東
川
町
11
ｌ
12

☎
23
ｌ
4
1
8
8

N
P
O
法
人﹁
N
A
T
U
R
A
S
﹂
☎
22
ｌ
0
9
9
0

函
館
Y
W
C
A

松
陰
町
1
ｌ
12

☎
51
ｌ
5
2
6
2

シ
ネ
マ
ア
イ
リ
ス

本
町
22
ｌ
11

☎
31
ｌ
6
7
6
1

シ
ネ
マ
太
陽
函
館

松
風
町
2
ｌ
8

☎
22
ｌ
2
0
2
1

当

前

当

前
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RELAY  TALK-MY  FAVORITE  THING
「公益社団法人  日本フラワーデザイナー協会」

〜花とともにステップアップ〜

249
（ＮＦＤ道南支部広報委員）

おか もと やす こ

岡本　靖子

　
公
益
社
団
法
人
　

日
本
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ

ナ
ー
協
会
︵
N
F
D
︶

は
１
９
６
４
年
に
設

立
さ
れ
た
フ
ラ
ワ
ー

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
全
国

組
織
で
、
２
０
１
０

年
に
内
閣
府
よ
り
公

益
社
団
法
人
と
し
て

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

道
南
支
部
に
は
現
在

71
名
が
在
籍
し
て
お

り
、
花

に

関

わ

る

様
々
な
分
野
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

　
私
が
花
に
携
わ
る

仕
事
を
す
る
き
っ
か

け
に
な
っ
た
の
は

﹁
花
を
も
っ
と
よ
く
知

り
た
い
﹂
と
い
う
思
い
か
ら
で
し
た
。

自
宅
に
花
を
素
敵
に
飾
り
た
い
と
思

い
、
通
い
始
め
た
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

教
室
で
N
F
D
の
資
格
検
定
を
知
り

ま
し
た
。
練
習
を
重
ね
技
術
を
習
得

し
、
目
標
に
向
か
っ
て
日
々
努
力
す

る
感
覚
に
学
生
時
代
の
部
活
動
を
思

い
出
し
ま
し
た
。
4
年
間
真
剣
に
花

と
向
き
合
い
、
N
F
D
フ
ラ
ワ
ー
デ

ザ
イ
ナ
ー
1
級
と
N
F
D
講
師
資
格

を
取
得
し
ま
し
た
。
そ
の
後
㈲
フ
ラ

ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
ナ
コ
シ
に
勤
務
し
、

単
に
花
を
知
る
だ
け
で
は
無
く
、
花

を
通
し
て
多
く
の
方
々
と
出
会
い

様
々
な
事
を
学
ば
せ
て
頂
い
て
い
ま

す
。

　
日
本
最
大
規
模
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
に
毎
年
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
を
考
え
試
行
錯
誤
し
な
が

「花フェス　デモ作品」

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
…
２
０
０
４
年 

N
F
D
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
1
級
取
得
　
２
０
０
６
年
N
F
D
講
師
取
得

　
　
　
　
　
　
　
２
０
１
１
年
N
F
D
道
南
支
部
広
報
委
員

函館生活記
異国での日々

237「函館での貴重な
滞在経験」

タラーソワ・エカテリーナ・セルゲーエヴナ
（ロシア）

極東連邦総合大学地域・国際研究学部日本学科５年生

　
11
月
1
日
か
ら
18
日
ま
で
、
ロ
シ

ア
極
東
連
邦
総
合
大
学
函
館
校
に
留

学
し
ま
し
た
。
日
本
へ
行
く
こ
と
が

夢
だ
っ
た
の
で
、
今
回
初
め
て
訪
問

で
き
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

滞
在
期
間
は
短
か
っ
た
で
す
が
、

様
々
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
お
母
さ
ん

は
た
い
へ
ん
親
切
で
、
日
本
の
こ
と

を
色
々
と
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
お
料
理
も
大
変
お
い
し
く
、

日
本
の
伝
統
的
な
食
べ
物
を
た
く
さ

ん
作
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
み
そ

ベ
ー
ス
の
お
料
理
が
と
て
も
お
い
し

い
こ
と
を
知
り
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
そ
の
た
め
み
そ
を
お
土
産
に
買

い
ま
し
た
。
抹
茶
も
お
土
産
と
し
て

買
い
ま
し
た
。
一
番
の
思
い
出
は
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
お
母
さ
ん
に

着
物
を
着
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
で

す
。
少
し
だ
け
日
本
人
に
な
っ
た
気

持
ち
が
し
ま
し
た
。

　
函
館
で
は
色
々
な
と
こ
ろ
に
出
か

け
ま
し
た
。
ど
こ
を
見
て
も
自
然
は

美
し
く
、
紅
葉
が
鮮
や
か
で
し
た
。

高
龍
寺
、
ト
ラ
ピ
ス
チ
ヌ
修
道
院
、

五
稜
郭
公
園
が
す
ば
ら
し
か
っ
た
で

す
。
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
に
乗
っ
て
函
館

山
に
登
り
、
す
ば
ら
し
い
函
館
の
夜

景
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ら
形
に
し
て
行
く
作
業
は
創
造
的
で

面
白
い
反
面
、
イ
メ
ー
ジ
通
り
に
出

来
ず
に
悔
し
い
思
い
を
す
る
事
や
、

自
分
の
力
不
足
を
痛
感
し
落
ち
込
む

事
も
あ
り
ま
す
。で
も
、
大
変
な
思
い

を
し
な
が
ら
完
成
さ
せ
た
作
品
に
、

足
を
止
め
て
く
れ
る
方
を
見
か
け
る

と
﹁
ま
た
挑
戦
し
た
い
﹂
と
思
う
の
で

す
。
コ
ン
テ
ス
ト
や
花
フ
ェ
ス
会
場

で
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
経

験
す
る
等
、
技
術
向
上
の
気
持
ち
と

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
い
つ
も
持
ち
続

け
て
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
花
の
魅
力
を
多
く
の
方
に
知
っ
て

貰
え
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
回
は
、T
E
A
M  

D
E
C
O
R

A
T
O
R  

代
表 

松
塚
江
津
美
さ
ん

に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

　
函
館
校
で
の
授
業
は
面
白
か
っ
た

で
す
。
書
道
や
華
道
の
授
業
を
通
し

て
、
新
し
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
教
わ

り
ま
し
た
。
日
本
語
の
授
業
で
は
、

﹁
さ
よ
う
な
ら
﹂
の
こ
と
を
﹁
じ
ゃ
あ
、

ま
た
﹂
と
も
言
う
な
ど
、
口
語
的
な

表
現
を
覚
え
ま
し
た
。
お
辞
儀
を
し

な
が
ら
挨
拶
す
る
の
が
日
本
の
マ

ナ
ー
だ
と
い
う
こ
と
も
初
め
て
学
び

ま
し
た
。

　
将
来
日
本
で
働
き
た
い
私
に
と
っ

て
、
今
回
の
留
学
は
大
変
有
益
で
し

た
。
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
帰

国
後
は
、
函
館
で
の
研
修
体
験
を
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の
人
た
ち
に
伝
え
た

い
と
思
い
ま
す
。
近
い
将
来
、
も
う

一
度
日
本
に
行
き
た
い
で
す
。
函
館

の
み
な
さ
ま
も
ロ
シ
ア
に
ぜ
ひ
来
て

く
だ
さ
い
。
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。
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基本に忠実なプロック

　
今
回
は
、

 

”
発
想
転
換  

“
に
つ
い
て

お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
現
代
社

会
は
、
今
ま
で
の
暗
黙
の
ル
ー
ル
に

縛
ら
れ
な
い
で
、
自
由
な
発
想
を
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
時
代
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
は
言
っ
て

も
、
発
想
を
転
換
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
と
て
も
勇
気
の
い
る
こ
と
だ
と

も
思
っ
て
い
ま
す
。自
分
の 

”
目
的  

“
が

明
確
で
な
か
っ
た
ら
、
迷
っ
た
時
に

そ
の 

”
目
的  

“
に
戻
っ
て
考
え
る
こ

と
は
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
人
が
迷
っ
た
時
に
必
要
と
な
る

の
が
、
多
く
の 

”
情
報  

“
で
す
。そ
れ

が
少
な
い
と
、
人
は
無
意
識
の
内
に

情
報
を
補
っ
て
し
ま
う
も
の
だ
か
ら

で
す
。正
し
い 

”
判
断  

“
を
す
る
た
め

に
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
正
確
な 

”

情
報  

“
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
肝
要

と
な
り
ま
す
。し
か
し
、そ
の
”判

断  

“
を

す
る
時
に
、
落
と
し
穴
が
あ
る
こ
と

も
認
識
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。人
が 

”
判
断  

“
す
る
時
は
、

 

”
事

実  

“
を
確
認
し
、
知
ら
ず
知
ら
ず
そ

れ
に
経
験
や
先
入
観
を
加
え
て
い
る

の
で
す
。

 

”
事
実  

“
と
”

判
断  

“
を
混
同

し
て
し
ま
う
こ
と
が
結
構
見
受
け
ら

れ
ま
す
。し
か
し
、
こ
れ
ら
総
て
が
悪

い
こ
と
だ
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。

な
ぜ
な
ら
、
人
が 

”
判
断  

“
す
る
に

は
、
前
後
の
事
情
を
考
慮
し
て
、※

理

非
曲
直
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
数
多
く
あ
る
と
思
っ
て
い
る

か
ら
で
す
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か

ら
、

 

”
目
的  

“
が
明
確
で
あ
れ
ば 

”
手

段  

“
も
様
々
な
視
点
か
ら
、
そ
し
て

長
い
ス
パ
ン
で
考
え
る
こ
と
が
可
能

に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。私
は
、
次

の
よ
う
に
考
え
て
実
行
し
て
い
ま
し

た
。
３
年
生
主
体
の
現
レ
ギ
ュ
ラ
ー

チ
ー
ム
、
次
期
予
想
さ
れ
る
２
年
生

主
体
の
チ
ー
ム
、
そ
し
て
３
年
後
の

チ
ー
ム
構
想
を
念
頭
に
１
年
生
主
体

で
つ
く
る
チ
ー
ム
の
３
本
柱
で
し

た
。３
年
計
画
の
中
で
、
３
本
同
時
進

行
さ
せ
る
方
法
で
実
行
し
て
き
ま
し

た
。
私
が
監
督
と
し
て
在
籍
し
た
24

年
間
、
北
海
道
大
会
へ
連
続
出
場
で

き
た
の
も
、
こ
の
３
本
立
て
の
計
画

実
行
を
し
続
け
て
き
た
か
ら
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
経
営
学
者
の
ド
ラ
ッ

カ
ー
氏
は
著
書
の
中
で
﹁
目
的
を
達

成
し
た
時
は
、
お
祝
い
す
る
時
で
は

な
い
。
新
し
い
目
的
を
設
定
す
る
時

で
あ
る
。
﹂
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
コ
ー
チ
の
中
に
は
、
主
人
公
は
自

分
で
、
脚
本
・
演
出
・
配
役
決
定
も

す
べ
て
自
分
で
す
る
こ
と
が
一
番
良

い
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

人
は
い
ま
せ
ん
か
？
選
手
が
、
自
分

が
主
人
公
だ
と
思
っ
て
い
る
状
態
だ

と
気
持
ち
を
前
向
き
に
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
は
ず
で
す
。
一
方
、
コ
ー
チ

の
絶
大
な
る
権
力
の
元
で
の
指
導
を

受
け
て
い
る
選
手
は
、
気
持
ち
が
後

ろ
向
き
に
な
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

私
も
若
い
頃
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え

ば
、
監
督
・
脚
本
・
演
出
山
田
で
指

導
を
し
て
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、
発
想
転
換
で
き
た
の
か
と
言

う
と
、
課
題
意
識
が
生
じ
た
か
ら
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

 

”
目
的  

“
や 
”

目

標  

“
が
明
確
に
な
り
、
現
状
を
正
確

に
把
握
で
き
、
自
分
の
思
い
描
く 
”

ゴ
ー
ル  

“
と 

”
現
状
の
ギ
ャ
ッ
プ  

“
の

差
を
認
識
で
き
た
か
ら
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

山　田　伸　二
やま だ じしん

昭
和
32
年
函
館
市
生
ま
れ

函
館
東
高
等
学
校
卒
業
。
神
奈
川
大
学
法

学
部
法
律
学
科
卒
業
。
函
館
大
学
付
属
有

斗
高
等
学
校
教
諭
を
経
て
、
平
成
23
年
よ

り
函
館
大
学
付
属
柏
稜
高
等
学
校
長
。

北
海
道
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
理
事

函
館
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
副
会
長

日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
公
認
B
級
審
判
員

日
本
体
育
協
会
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

山田先生のスポーツコラム 

「発想転換」
第４回

函館大学付属柏稜高等学校長

　
練
習
は
、
ど
の
く
ら
い
し
ま
す
か
？

　

毎
日
、
２
時
間
半
は
し
ま
す
。
休
み

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
練
習
内
容
で
、
工
夫
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
か
？

　

辛
い
練
習
が
多
い
の
で
、
切
り
替
え

を
上
手
く
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
ラ
グ
ビ
ー
の
魅
力
は
ど
ん
な
と
こ

ろ
で
す
か
？

　

み
ん
な
で
一
つ
の
ト
ラ
イ
を
取
り

に
行
き
、取
っ
た
と
き
の
達
成
感
で
す
。

　
目
標
選
手
は
誰
で
す
か
？

　

ヤ
マ
ハ
発
動
機
の
五
郎
丸
歩
さ
ん

と
笠
原
雄
太
さ
ん︵
七
飯
高
校
出
身
︶。

　
今
ま
で
出
場
し
た
大
会
で
、
一
番
印

象
に
残
っ
て
い
る
大
会
は
？

　

一
年
生
の
時
に
出
場
し
た
全
国
大
会

で
す
。
メ
ダ
ル
を
取
れ
た
大
会
で
し
た
。

　
今
、
一
番
関
心
の
あ
る
こ
と
は
、
ど

ん
な
こ
と
で
す
か
？

　

全
国
大
会
の
こ
と
だ
け
で
す
。

　
将
来
は
、
何
に
な
り
た
い
で
す
か
？

　

地
図
に
残
る
よ
う
な
仕
事
を
し
た

い
で
す
。︵
橋
梁
関
係
の
会
社
に
就
職

予
定
︶

　
好
き
な
言
葉
は
、何
で
す
か
？

　

﹁
一
日
は
貴
い
一
生
で
あ
り
、
こ
れ
を

空
費
し
て
は
な
ら
な
い
﹂︵
内
村
鑑
三
︶

　
今
ま
で
ラ
グ
ビ
ー
を
し
て
き
た
中

で
、
自
分
の
生
活
に
活
き
た
こ
と
は
ど

ん
な
こ
と
で
す
か
？

　

体
が
丈
夫
に
な
り
、
健
康
に
な
り
ま

し
た
。

　
大
会
へ
の
意
気
込
み
と
目
標
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　

高
専
に
入
っ
て
、
５
年
間
ラ
グ
ビ
ー

を
続
け
て
こ
れ
た
の
で
、
先
生
に
感
謝

の
意
を
込
め
て
、
是
非
、
優
勝
し
た
い

で
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
是
非
、

目
標
を
達
成
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

明日に羽ばたく
若きアスリートたち

91

ラグビー
（平成２５年度全国工業高等専門学校ラグビー大会北海道代表校主将）

　
今
年
の
チ
ー
ム
の
雰
囲
気
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

楽
し
い
と
こ
ろ
と
厳
し
い
と
こ
ろ

の
切
り
替
え
が
で
き
る
。

　
主
将
と
し
て
心
が
け
て
い
る
こ
と

は
、ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
？

　

下
級
生
が
尊
敬
で
き
る
よ
う
な
プ

レ
イ
ヤ
ー
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
部
員
は
何
人
い
る
の
で
す
か
？

　

25
名
で
す
が
、
後
輩
の
部
員
が
少
な

い
の
で
新
部
員
の
加
入
を
待
っ
て
い

ま
す
。

　
ラ
グ
ビ
ー
を
始
め
た
き
っ
か
け
と

時
期
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

高
専
に
入
学
し
た
と
き
に
勧
誘
さ

れ
、
そ
れ
以
来
続
け
て
い
ま
す
。

函館工業高等専門学校環境都市工学科 5 年 

斎　藤　大　亮
さい すけだいとう

※
理
に
合
っ
た
こ
と
と
、
合
わ
な
い
こ
と
。
間
違
っ
た
こ
と
と
、
正
し
い
こ
と
。
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日
程
　
1
月
11
日
㈯
、
12
日
㈰

会
場
　
ふ
る
る
函
館

○
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

　
（
母
集
団
と
団
員
の
ボ
ウ
リ
ン
グ

　

大
会
）

日
程
　
1
月
26
日
㈰

会
場
　
ラ
ウ
ン
ド
・
ワ
ン

○
J
ｒ
ス
キ
ー
技
術
選
手
権
ブ
ロ
ッ

　

ク
大
会
予
選
会

日
時
　
2
月
９
日
㈰
午
前
9
時
30
分

対
象
　
小
学
3
年
生
〜
高
校
生

参
加
料
　
3
0
0
0
円

会
場
　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
大
沼
ス
キ
ー
場

申
込
締
切
　
2
月
3
日
㈪

問
合
せ
　
☎
26
|
4
7
3
1︵
栗
田
︶

○
第
6
回
ジ
ュ
ニ
ア
カ
ッ
プ

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
程　

1
月
7
日
㈫
〜
10
日
㈮

会
場
　
函
館
市
内
中
学
校
体
育
館
　
他

○
高
校
新
人
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
程　

1
月
11
日
㈯
〜
13
日
㈪

会
場
　
有
斗
高
校
体
育
館
　
他

■
市
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ォ
ー
ラ
ム

　「
信
じ
よ
う
・
ス
ポ
ー
ツ
の
力
！
」

パ
ネ
ラ
ー　

田
中
和
久
、武
田
良
一

　
　
　
　
　
高
垣
春
美
、鈴
木
郁
子

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
日
向
稔

期
日
　
1
月
11
日
㈯
午
後
２
時

会
場
　
函
館
市
中
央
図
書
館

入
場
料
　
無
料︵
要
申
込
み
︶

問
合
せ
　
☎
41
|
3
5
8
0︵
武
内
︶

スポーツ

市　内

情　報

○
初
射
会

日
時　

1
月
2
日
㈭

○
鏡
開
き
射
会

日
時　

1
月
12
日
㈰

○
函
館
地
区
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

　

ル
新
人
大
会

日
時　

1
月
26
日
㈰

○
元
旦
ラ
グ
ビ
ー

日
時　

1
月
1
日
㈬

○
新
年
的
開
き
射
ち
始
め

日
時　

1
月
3
日
㈮

会
場
　
レ
ン
ジ
平
川

○
イ
ン
ド
ア
月
例
会

日
時　

1
月
12
日
㈰

会
場
　
レ
ン
ジ
平
川

○
イ
ン
ド
ア
記
録
会

日
時　

1
月
19
日
㈰

会
場
　
レ
ン
ジ
平
川

○
初
級
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修

函
館
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会☎

２３
ｌ
１
８
４
７

千
代
台
公
園
弓
道
場

千
代
台
２７
ｌ
8

☎
53
ｌ
4
3
2
2

サ
ン
・
リ
フ
レ
函
館

大
森
２
ｌ
１４

☎
２３
ｌ
２
５
５
６

函
館
ス
キ
ー
連
盟

☎
51
|
4
3
2
4

函
館
地
区
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

☎
41
ｌ
1
3
3
2

（
桐
花
中
学
校
内
）

根
崎
運
動
公
園
ラ
グ
ビ
ー
場

湯
川
3
ｌ
6
ー
9
☎
59
ｌ
６
3
8
5

生
涯
学
習
文
化
課

☎
２１
ｌ
３
４
9
5

土
・
日
曜
・
祝
日
休
み

■
平
成
26
年
度
高
齢
者
対
象
大
学　

　

60
歳
以
上
の
入
学
者
を
募
集
し
ま

す
。

○
高
齢
者
大
学
湯
川
校

期
間
　
５
月
〜
11
月
㈬

修
業
年
限
　
１
年

募
集
人
員
　
４
２
０
人

開
催
場
所
　
市
民
会
館

○
亀
田
老
人
大
学

期
間
　
４
月
〜
11
月
㈫

修
業
年
限
　
２
年

募
集
人
員
　
80
人

開
催
場
所
　
亀
田
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
平
成
26
年
度
か
ら
２
年
制
に
変
わ

　
り
ま
す
。

申
込
み

　

応
募
用
紙
と
80
円
切
手
を
同
封
の

う
え
、
２
月
４
日
㈫
︵
消
印
有
効
︶
ま

で
に
生
涯
学
習
文
化
課
へ
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

※
募
集
案
内
と
応
募
用
紙
は
、
生
涯

　
学
習
文
化
課
・
函
館
市
公
民
館
・

　
亀
田
公
民
館
・
亀
田
福
祉
セ
ン
タ

　
ー
・
市
民
会
館
に
配
置
し
て
い
ま

　
す
。

※
入
学
の
可
否
は
、
３
月
上
旬
ま
で

　
に
郵
送
で
通
知
し
ま
す
。

※
募
集
人
員
を
超
え
る
申
込
み
が
あ
っ

　
た
場
合
は
、
卒
業
歴
の
な
い
方
や
、

　
昨
年
・
一
昨
年
も
抽
選
に
も
れ
て

　
い
る
方
を
優
先
し
抽
選
し
ま
す
。

※
平
成
26
年
度
は
、
函
館
市
公
民
館

　
改
修
工
事
の
た
め
、
高
齢
者
大
学

　
青
柳
校
の
募
集
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
子
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　
「
マ
ッ
ト
運
動
に
挑
戦
」前
転
・
後

　

転
・
側
転
を
マ
ス
タ
ー
し
よ
う
！

日
時　

２
月
8
日
・
15
日
・
22
日

　
　
　
︵
全
３
回
・
土
曜
日
︶午
前
10
時

受
講
料
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
小
学
生

定
員
　
10
名
︵
申
込
順
︶　
　
　
　
　

申
込
み
　
１
月
15
日
㈬
午
前
９
時

　
　
　
　
か
ら
電
話
で

■
函
館
の
歴
史
・
文
化
を
学
ぶ
！　

　
「
碧
血
碑
を
語
る
」

日
時　

1
月
26
日
㈰
午
前
10
時

受
講
料
　
２
０
０
円
　
　
　
　
　
　

対
象
　
18
才
以
上
の
方
　
　
　
　
　

定
員
　
60
名
︵
申
込
順
︶　
　
　
　
　

申
込
み
　
１
月
７
日
㈫
午
前
９
時

　
　
　
　
か
ら
電
話
で

■
１
月
の
ま
な
び
っ
と
体
験
講
座

　
「
貝
が
ら
恐
竜
を
つ
く
ろ
う
！
」

日
時　

１
月
11
日
㈯
午
後
１
時

参
加
料　

1
0
0
0
円︵
材
料
費
︶

対
象
　
小
学
生

定
員
　
15
名
程
度

申
込
み
　
12
月
19
日
㈭
〜
１
月
９
日
㈭

■
パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座（
第
２
期
）

期
間　

１
月
29
日
㈬
〜
31
日
㈮

時
間
　
午
後
１
時
30
分

教
材
費
　
1
0
0
0
円
程
度

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

　
　
　︵
初
め
て
の
方
の
み
︶

定
員
　
６
名

申
込
み

　
往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
、住
所
、氏

亀
田
福
祉
セ
ン
タ
ー
月
曜
休
館

☎
42
ｌ
７
０
２
３

名︵
ふ
り
が
な
︶、
年
齢
、
電
話
番
号
を

明
記
の
上
、
函
館
市
公
民
館︵
〒
０
４

０
|

０
０
４
４
青
柳
町
12
|

17
︶
へ

郵
送
。１
月
19
日
㈰
消
印
有
効
。

　
１
月
23
日
㈭
の
午
後
２
時
よ
り
函

館
市
公
民
館
で
公
開
抽
選

■
テ
ン
ト
で
冬
眠
？
お
泊
り
会

日
時　

1
月
25
日
㈯
午
後
１
時
30
分

　
　
　
〜
26
日
㈰ 

※
１
泊
２
日

参
加
費　

3
0
0
0
円
程
度

対
象
　
小
中
学
生

定
員
　
60
名

申
込
み
　
1
月
7
日
㈫
午
前
９
時

　
　
　
　
〜
23
日
㈭
ま
で
電
話
で

■
郷
土
の
歴
史
講
座

　
「
道
南
の
美
術　

現
代
ま
で
/
か
ら
﹂

日
時　

２
月
８
日
㈯
午
後
2
時

講
師
　
大
下
智
一
︵
北
海
道
立
函
館

　
　
　
　
美
術
館
主
任
学
芸
員
︶

料
金
　
無
料

対
象
　
一
般

定
員
　
1
5
0
名

申
込
み
　
当
日
直
接
会
場
へ

■
郷
土
の
歴
史
講
座

　

函
館
市
中
央
図
書
館
所
蔵
の
貴
重

　

資
料
報
告
④

　
「
日
清
戦
争
と
錦
絵
」

日
時　

２
月
15
日
㈯
午
後
2
時

講
師
　
小
栗
祐
美
︵
北
海
道
教
育
大

　
　
　
　
学
函
館
校
教
授
︶

料
金
　
無
料

対
象
　
一
般

定
員
　
1
5
0
名

申
込
み
　
当
日
直
接
会
場
へ

問
合
せ　
☎
35
|
6
8
0
1

　
　
　
　︵
中
央
図
書
館
︶

中
央
図
書
館

水　

曜　

休　

館

☎
35
ｌ
６
８
0
0

涯

学

報

生

習

情
地
域
交
流
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

☎
２２
ｌ
９
７
０
０

函
館
市
公
民
館

☎
２２
ｌ
3
3
2
0

月
曜
・
祝
日
休
館

青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
月
曜
・
祝
日
休
館

☎
23
ｌ
5
9
6
1

函
館
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団☎

43
ｌ
0
7
3
6
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◎
石
川
啄
木
直
筆
資
料
展

　
「
明
治
40
年
9
月
の
書
簡
（
札
幌
）

　

よ
り
」

期
間　

4
月
9
日
㈬
ま
で

◎
第
６
回
文
学
の
夕
べ

　
「
啄
木
の
リ
ズ
ム
」

　

啄
木
は

﹁
歌

に

は

一
首
一
首

各
︵
お
の

お
の
︶
異

な
っ
た
調

子

が

あ

る
﹂
と
言
い
ま
し
た
。
そ
の
考
え
は
、

彼
の
実
作
に
ど
の
よ
う
に
反
映
し
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。
歌
集
﹁
一
握
の

砂
﹂
と
﹁
悲
し
き
玩
具
﹂
か
ら
啄
木
短

歌
の
リ
ズ
ム
を
考
え
て
み
ま
す
。

講
師
　
森
　
武

　
　
　︵
㈶
函
館
市
文
化
・
ス
ポ
ー

　
　
　
　
ツ
振
興
財
団
専
務
理
事
︶

日
時
　
2
月
1
日
㈯
午
後
2
時
　

参
加
費
　
無
料

定
員
　
50
名

申
込
み
　
電
話
で

プール

市　民

☎52−7452

北
方
民
族
資
料
館

☎
２２
ｌ
４
１
２
８

館
内
整
理
日　

１
月
15
日
㈬

文 学 館
☎22−9014
館内整理日／１月16日㈭

体育館

市　民

☎57−3141
器材点検日／1月20日㈪21日㈫

■
年
末
器
材
点
検
日
・
特
別
清
掃
日

○
市
民
会
館
　
12
月
29
日
㈰
・
30
日
㈪

○
芸
術
ホ
ー
ル
　
12
月
30
日
㈪

○
市
民
体
育
館
　
12
月
28
日
㈯
〜

　
　
　
　
　
　
　
30
日
㈪

○
市
民
プ
ー
ル
　
12
月
30
日
㈪

○
北
洋
資
料
館
　
12
月
30
日
㈪

※
以
上
の
施
設
の
標
記
日
程
の
貸
館

　
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

■
年
末
年
始
休
館
日

○
市
民
会
館

○
芸
術
ホ
ー
ル

○
市
民
体
育
館

○
市
民
プ
ー
ル

○
北
方
民
族
資
料
館

○
文
学
館

○
北
洋
資
料
館

休
館
日
　
12
月
31
日
㈫
〜
1
月
3
日
㈮

○
旧
函
館
区
公
会
堂

休
館
日
　
12
月
31
日
㈫

○
市
民
ス
ケ
ー
ト
場

休
館
日
　
12
月
31
日
㈫
・
1
月
1
日
㈬

■
年
末
年
始
の
市
民
会
館
・
市
民
体

　

育
館
・
芸
術
ホ
ー
ル
の
駐
車
場

　
市
民
会
館
の
駐
車
場
は
12
月
30
日

㈪
午
後
5
時
30
分
か
ら
閉
鎖
し
、
1

月
4
日
㈯
午
前
8
時
30
分
よ
り
開
場

い
た
し
ま
す
。

　
芸
術
ホ
ー
ル
の
駐
車
場
は
こ
の
期

間
臨
時
に
開
場
い
た
し
ま
す
。

■
旧
函
館
区
公
会
堂
臨
時
営
業
の

　

お
知
ら
せ

開
館
日
　
平
成
26
年
1
月
1
日
㈬
〜

　
　
　
　
3
日
㈮

時
間
　
　
午
前
9
時
〜
午
後
3
時

※
ハ
イ
カ
ラ
衣
裳
館
は
営
業
し
て
い

　
ま
せ
ん
。

※
1
月
4
日
㈯
よ
り
通
常
営
業
と
な

　
り
ま
す
。

問
合
せ
　
☎
22
|
1
0
0
1︵
公
会
堂
︶

◎
第
7
回
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

日
時　

１
月
９
日
〜
２
月
20
日
の
　

　
　
　
月
・
木
曜
日︵
全
10
回
︶

昼
の
部
　
12
時
〜
午
後
１
時
15
分

夜
の
部
　
午
後
６
時
30
分
〜
７
時
45
分

受
講
料
　
4
8
0
0
円︵
保
険
料
含
む
︶

対
象
　
満
18
歳
以
上

定
員
　
昼
の
部
　
50
名︵
申
込
順
︶

　
　
　
夜
の
部
　
20
名︵
申
込
順
︶

申
込
み
　
12
月
16
日
㈪
〜
１
月
６
日
㈪

◎
第
7
回
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
水
泳
教
室

日
時　

１
月
９
日
〜
２
月
20
日
の
　

　
　
　
月
・
木
曜
日︵
全
10
回
︶

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

受
講
料
　
4
8
0
0
円︵
保
険
料
含
む
︶

対
象
　
満
18
歳
以
上

定
員
　
20
名︵
申
込
順
︶

申
込
み
　
12
月
16
日
㈪
〜
１
月
６
日
㈪

◎
第
7
回
少
年
少
女
わ
ん
ぱ
く
水
泳

　

教
室

日
時　

１
月
11
日
〜
２
月
15
日
の
　

　
　
　
土
・
日
曜
日︵
全
10
回
︶

第
１
部
 

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

第
２
部
 

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

受
講
料
　
2
0
0
0
円︵
保
険
料
含
む
︶

対
象
　
小
学
生

定
員　

各
50
名︵
申
込
順
︶　

申
込
み
　
12
月
15
日
㈰
〜
１
月
５
日
㈰

◎
第
7
回
き
っ
ち
り
４
泳
法
マ
ス
タ
ー

　
コ
ー
ス

日
時　

１
月
20
日
〜
２
月
24
日
の
　

　
　
　
月
・
水
曜
日
︵
全
10
回
︶

　
　
　
午
前
10
時
30
分
〜
12
時

受
講
料
　
4
8
0
0
円︵
保
険
料
含
む
︶

対
象
　
満
18
歳
以
上

定
員
　
30
名
︵
申
込
順
︶

申
込
み
　
12
月
25
日
㈬
〜
１
月
15
日
㈬                                           

◎
第
8
回
市
民
水
泳
教
室

日
時　

2
月
7
日
〜
3
月
18
日
の
　

　
　
　
火
・
金
曜
日
︵
全
10
回
︶

午
前
の
部
　
午
前
10
時
30
分
〜
12
時

午
後
の
部
　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

受
講
料
　
4
8
0
0
円︵
保
険
料
含
む
︶

対
象
　
満
18
歳
以
上

定
員
　
午
前
の
部
　
40
名
︵
申
込
順
︶

         

午
後
の
部
　
20
名
︵
申
込
順
︶

申
込
み
　
１
月
24
㈮
〜
2
月
4
日
㈫

◎
第
8
回
パ
ワ
フ
ル
ス
イ
ム

日
時　

2
月
7
日
〜
3
月
18
日
の
　

　
　
　
火
・
金
曜
日
︵
全
10
回
︶

　
　
　
12
時
〜
午
後
１
時
30
分

受
講
料
　
4
8
0
0
円︵
保
険
料
含
む
︶

対
象
　
満
18
歳
以
上

定
員
　
50
名
︵
申
込
順
︶

申
込
み
　
１
月
24
㈮
〜
2
月
4
日
㈫

◎
第
8
回
ウ
ォ
ー
タ
ビ
ク
ス
教
室

日
時
　
2
月
7
日
〜
3
月
18
日
の
　

　
　
　
火
・
金
曜
日
︵
全
10
回
︶

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

受
講
料
　
5
8
0
0
円︵
保
険
料
含
む
︶

対
象
　
満
18
歳
以
上

定
員
　
30
名
︵
申
込
順
︶

申
込
み
　
１
月
24
㈮
〜
2
月
4
日
㈫

◎
第
４
回
ロ
ン
グ
50
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス

日
時 

２
月
10
日
〜
３
月
24
日
の

　
　
　
月
曜
日
︵
全
６
回
︶

　
　
　
12
時
〜
午
後
１
時
30
分

受
講
料
　
2
8
8
0
円︵
保
険
料
含
む
︶

対
象
　
満
18
歳
以
上

器材点検日／１月16日㈭〜17日㈮

定
員
　
30
名
︵
申
込
順
︶

申
込
み
　
１
月
６
日
㈪
〜
２
月
３
日
㈪

◎
第
４
回
少
年
少
女
４
泳
法
マ
ス
タ
ー

　
コ
ー
ス

日
時　

２
月
16
日
〜
３
月
30
日
の

　
　
　
日
曜
日
︵
全
7
回
︶

　
　
　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
45
分

受
講
料
　
1
4
0
0
円︵
保
険
料
含
む
︶

対
象
　
小
学
３
年
生
〜
中
学
３
年
生

定
員
　
20
名︵
申
込
順
︶

申
込
み
　
１
月
12
日
㈰
〜
２
月
９
日
㈰

※
各
教
室
、開
講
は
７
名
以
上
で
す
。

※
受
付
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
午
後

　
８
時
ま
で
で
す
。

※
お
電
話
で
の
お
申
込
み
は
で
き
ま

　
せ
ん
。

◎
平
成
25
年
度　

市
民
体
力
テ
ス
ト
会

　
自
分
の
体
力
を
過
信
し
て
い
ま
せ

ん
か
？

日
時　

2
月
2
日
㈰
午
前
9
時

定
員　

80
名

参
加
料　

無
料
　

対
象　

16
歳
以
上
の
函
館
市
民

申
込
み　

1
月
10
日
㈮
〜
25
日
㈯
ま

　
　
　
　
で
電
話
及
び
F
A
X
で
市

　
　
　
　
民
体
育
館
へ
お
申
込
み
く

　
　
　
　
だ
さ
い
。
定
員
に
満
た
な

　
　
　
　
い
場
合
、
当
日
も
受
け
付

　
　
　
　
け
い
た
し
ま
す
。



月
市 　 民 　 体 　 育 　 館

平
成
26
年
１
月
１
日
発
行　

発
行
所
／
財
団
法
人
函
館
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団　

住
所
／
〒
０
４
２
｜
０
９
３
２　

函
館
市
湯
川
町
１
丁
目
32
番
１
号　

電
話
／
57
|
3
１
１
１
（
函
館
市
民
会
館
）
無
料　

印
刷
／
㈱
プ
リ
ン
ト
ハ
ウ
ス

TEL 57−3141

※下記の事項については、原稿締め切り日までの部分について記載されているもので、その後の大会等の申込みについては、体育館の
　ロビーに掲示してお知らせ致します。なお、当館の都合により変更される場合があります。
※「ランニングデッキ・競技場ギャラリー」の△印は15時45分まで利用ができます。

◎競技場の午前・午後は、Ａ面が卓球・バドミントン、Ｂ面がニュースポーツの利用ができます（冬休み期間中を除く）。夜間は設定種目でご利用ください。
　また、第１体育室は、卓球・バスケットボールが利用できます。なお、第１体育室の× 印はスポーツ教室・大会利用等のため使用できませんのでご注意ください。
◎高校生の夜間利用は、生徒手帳を窓口に提示してください。なお、小中学生の夜間利用は、保護者の同伴が必要です。
◎館内は土足を禁じておりますので、必ず運動靴をご用意ください。
◎競技場半面をスポーツ教室等で専用使用するときは、マイク・CD 等を使用する場合がありますことを予めご了承ください。

FAX 57−31421
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27

28
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水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

日 曜
競　　　　　　　　　　技　　　　　　　　　　場 第１体育室

午前 午後 午後夜間 午前 夜間午　前（ 9：00〜12：00） 午　後（13：00〜16：30） 夜　間（17：30〜22：00）

ランニングデッ
キ・ギャラリー

器 　 　 材 　 　 点 　 　 検 　 　 日

器 　 　 材 　 　 点 　 　 検 　 　 日

年 　 　 始 　 　 休 　 　 館 　 　 日

年 　 　 始 　 　 休 　 　 館 　 　 日

年 　 　 始 　 　 休 　 　 館 　 　 日

Ａ面
Ｂ面

卓球・バドミントン
硬式テニス

Ａ面
Ｂ面

Ａ面
Ｂ面

Ａ面
Ｂ面

Ａ面
Ｂ面

ウイングス・エスタ杯  フットサル大会

卓球・バドミントン
硬式テニス

卓球・バトントワリング・新体操
フットサル

卓球・バドミントン
フットサル

函館フットサルリーグ２０１３

卓球・バトントワリング・新体操
フットサル

卓球・バドミントン・新体操・バトン
ソフトテニス

卓球・バドミントン・新体操・バトン
ソフトテニス

第 ３ １ 回 北 海 道 高 等 学 校 空 手 道 選 抜 大 会 兼 全 国 高 等 学 校 空 手 道 選 抜 大 会 北 海 道 予 選 会

全面

全面

全面

バスケ

バスケ

バスケ

バスケ

バスケバスケ

バスケバスケバスケ

バスケバスケバスケ

バスケバスケバスケ

バスケ

バスケ

バスケ

バスケ

バスケ

バスケ

バスケバスケ

バスケ

バスケ

卓球
バスケ

卓球
バスケ

卓球
バスケ

卓球
バスケ

卓球
バスケ

卓球
バスケ

卓球
バスケ

卓球 卓球

卓球
バスケ

卓球
バスケ

卓球
バスケ

卓球
バスケ

卓球
バスケ

卓球
バスケ

卓球
バスケ

卓球
バスケ

卓球
バスケ
スポーツ
教室

バスケ
15:45まで

スポーツ
教室

卓球
バスケ

卓球
バスケ

卓球 卓球
卓球

バスケ

卓球 卓球
卓球

バスケ

卓球 卓球 卓球
バスケ

卓球 卓球

×

××

卓球
バスケ
卓球

バスケ

卓球 卓球

卓球

卓球

卓球

卓球

卓球

卓球

卓球

卓球
バスケ

卓球
バスケ

卓球
バスケ

卓球
バスケ

卓球
バスケ

※休館日 … １月２０日㈪・２１日㈫（器材点検日）

ソ フ ト テ ニ ス B面

卓球・バドミントン・クラブ連合
ク ラ ブ 連 合
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B面

卓 球 ・ ク ラ ブ 連 合
ク ラ ブ 連 合
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B面

特 別 清 掃

全 国 選 抜 J r テ ニ ス 選 手 権 大 会 北 海 道 予 選（ 光 杯 ）兼 選 抜 室 内 道 南 J r テ ニ ス 大 会

コ パ ・ カ ナ リ ア 　 フ ッ ト サ ル 大 会

全面

全面

全 国 選 抜 J r テ ニ ス 選 手 権 大 会 北 海 道 予 選（ 光 杯 ）兼 選 抜 室 内 道 南 J r テ ニ ス 大 会

全国選抜Jrテニス選手権大会北海道予選（光杯）兼選抜室内道南Jrテニス大会

全面

全面

第 ６ ６ 回 函 館 市 成 人 祭 特 別 清 掃

第 ６ ６ 回 函 館 市 成 人 祭 準 備

全面

全面

ベースボールフェスティバル 全面

フ ッ ト サ ル Ｂ面

ナ イ ス ミ ド ル テ ニ ス ク ラ ブ Ｂ面

函館コスモソフトテニスクラブ B面 硬 式 テ ニ ス Ｂ面

む つ み ク ラ ブ B面 ニ ュ ー ス ポ ー ツ Ｂ面

フ ッ ト サ ル B面

パ イ ン ク ラ ブ Ｂ Ｔ 月 例 大 会 B面

フ ッ ト サ ル Ｂ面

硬 式 テ ニ ス Ｂ面

ニ ュ ー ス ポ ー ツ B面 ニ ュ ー ス ポ ー ツ Ｂ面
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フ ッ ト サ ル Ｂ面

函館ソフトテニスベテランクラブ Ｂ面

Ｂ面

フ レ ン ド テ ニ ス ク ラ ブ B面 大原学園函館校公務員コース球技大会 Ｂ面

Ａ面
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全面

第 ３ １ 回 北 海 道 高 等 学 校 空 手 道 選 抜 大 会 兼 全 国 高 等 学 校 空 手 道 選 抜 大 会 北 海 道 予 選 会 全面

第 ３ １ 回 北 海 道 高 等 学 校 空 手 道 選 抜 大 会 兼 全 国 高 等 学 校 空 手 道 選 抜 大 会 北 海 道 予 選 会 全面

第 ８ 回 北 日 本 オ ー プ ン バ タ フ ラ イ ダ ブ ル ス チ ー ム カ ッ プ 大 会 全面

２ ０ １ ４ フ ッ ト サ ル U １ ４ 全 道 大 会 函 館 地 区 予 選

第２３回春の全国小学生ドッジボール選手権北海道大会道南地区予選

シ ニ ア 同 好 会

全面
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Ａ面
Ｂ面

卓球・バドミントン
ニュースポーツ

全面コパ・カナリア  フットサル大会

全面

函館フットサルリーグ２０１３ 全面

全面
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